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吉

田

恵

理

は
じ
め
に

一

作
品
の
概
要
と
研
究
史

二

作
品
の
現
状

三
「
六
遠
図
」
の
考
察

（
一
）「
六
遠
」
と
い
う
言
葉

（
二
）『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
の
図
様
と
画
論
を
読
む

（
三
）「
六
遠
図
」
の
表
現
と
制
作
時
期
―
「
浅
間
山
真
景
図
」
と
の
類
似
点

四
「
試
錐
図
」
の
考
察

（
一
）
自
題
「
試
錐
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

（
二
）
文
人
の
逸
話
集
『
世
説
新
語
補
』
の
引
用
と
東
晋
憧
憬

（
三
）「
倣
李
公
麟
之
筆
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

お
わ
り
に
―
合
装
の
意
味
と
賞
玩
の
証

は
じ
め
に

日
本
文
人
画
（
南
画
）
の
大
成
者
の
一
人
、
池
大
雅
（
一
七
二
三
～
七
六
）
は
、「
唐
画
」

と
呼
ば
れ
た
中
国
由
来
の
絵
画
様
式
に
よ
る
山
水
画
を
能
く
し
た）1
（

。
当
時
、
舶
載
さ
れ
た

中
国
の
書
画
の
他
、
画
譜
や
絵
手
本
な
ど
か
ら
、
大
雅
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
中
国
明
末
清
初

の
南
宗
画
・
文
人
画
を
中
心
と
し
た
絵
画
様
式
を
習
得
し
、
日
本
の
山
々
を
、
そ
し
て
未

踏
の
中
国
の
景
勝
地
を
も
描
き
、
漢
詩
人
や
儒
者
た
ち
に
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら

れ
て
い
る
。

池
大
雅
の
書
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
二
～
三
十
四
年
（
一
九
五
七
～
五
九
）
に
『
池

大
雅
画
譜
』第
一
～
五
輯（
小
杉
放
菴
な
ど
編
、
鈴
木
進
な
ど
解
説
、
中
央
公
論
美
術
出
版
社
）

が
刊
行
さ
れ
、
八
一
一
件
の
真
筆
と
判
断
さ
れ
た
作
品
が
基
礎
デ
ー
タ
と
共
に
編
年
体
解

説
付
き
で
明
示
さ
れ
た
。
本
書
は
江
戸
時
代
の
画
家
研
究
と
し
て
は
比
較
的
早
い
時
期
に

編
纂
さ
れ
た
所
謂
カ
タ
ロ
グ
レ
ゾ
ネ
で
、
こ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
年

代
に
は
相
次
い
で
論
文
、
単
著
が
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
松
下
英
麿
『
池
大
雅
』
春
秋
社
、

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
吉
澤
忠
『
池
大
雅

ブ
ッ
ク
オ
ブ
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の
美

術
26
』
小
学
館
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
同
『
日
本
南
画
論
攷
』
講
談
社
、
昭

和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
が
上
梓
さ
れ
、
大
雅
研
究
、
日
本
の
文
人
画
（
南
画
）
研
究

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
平
成
期
に
入
り
、
武
田
光
一
氏
ら
に
よ

り
、
大
雅
を
は
じ
め
と
し
た
江
戸
時
代
中
後
期
の
文
人
画
家
（
南
画
家
）
た
ち
の
具
体
的

な
絵
画
制
作
の
手
法
や
有
り
様
が
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
画
譜
、
絵
手
本
や
、
実

景
ス
ケ
ッ
チ
の
利
用
な
ど
の
他
、
作
画
の
姿
勢
、〝
文
人
意
識
〟
に
も
考
察
が
広
が
り
、

個
別
の
作
品
論
も
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）2
（

。

池
大
雅
や
同
時
代
の
人
々
の
〝
文
人
意
識
〟
を
考
察
す
る
時
、
絵
画
の
表
現
、
様
式
と

共
に
、
画
題
や
、
そ
の
作
品
に
付
随
す
る
題
や
跋
文
な
ど
、
い
わ
ば
賞
玩
の
証
、
鑑
賞
の

―
―
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）
を
読
む
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場
を
示
す
、
あ
る
種
の
文
人
的
な
所
作
・
体
裁
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
本
稿
で
は
文
房
の
清
玩
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
池
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」

を
例
に
、
大
雅
の
新
奇
な
画
題
選
択
と
そ
の
表
現
を
、
題
跋
を
通
し
て
考
察
し
、
本
作
を

大
雅
作
品
の
中
で
、
ま
た
日
本
の
文
人
画
作
品
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
。

一

作
品
の
概
要
と
研
究
史

現
在
、
香
雪
美
術
館
（
兵
庫
）
が
所
蔵
す
る
重
要
美
術
品 

池
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試

錐
図
巻
」
一
巻
（
挿
図
1
）
は
、
縦
一
八
・
五
㎝
、
全
長
四
二
七
・
七
㎝
の
小
巻
で
、「
六

遠
図
」「
試
錐
図
」
と
呼
ば
れ
る
二
種
類
の
山
水
図
巻
が
、
紙
製
の
巻
子
に
、
作
品
に
付

随
す
る
題
や
跋
を
含
め
て
合
装
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
後
跋
が
付
さ
れ
、
次
い
で
前
半
の
巻
頭
に
「
六
遠
」
と
大
雅
が
題
字
を
書
す
。

そ
し
て
、
中
国
山
水
画
の
六
種
類
の
遠
近
の
法
に
よ
っ
て
描
き
分
け
た
水
墨
山
水
図
と
そ

の
左
側
に
該
当
す
る
画
論
が
付
さ
れ
た
六
図
が
続
く
。
巻
末
の
款
記
よ
り
本
図
は
大
雅
が

大
坂
の
好
事
家
・
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
に
奉
げ
た
作
と
知
れ
、
さ
ら

に
跋
文
二
種
が
付
随
す
る
。
続
け
て
後
半
は
「
試
錐
」
の
自
題
の
後
、
中
国
の
四
種
類
の

文
人
高
士
の
故
事
を
山
水
人
物
図
と
し
て
描
き
、
各
図
の
左
側
に
賛
文
の
よ
う
に
高
士
の

事
績
な
ど
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
制
作
当
時
か
ら
「
四
高
士
図
」
と
も
称
さ
れ
た
。

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
春
の
年
紀
が
あ
り
、
大
雅
数
え
年
四
十
、
最
も
充
実
し
た
時

期
の
作
で
あ
る
。
跋
文
二
種
が
付
随
し
そ
れ
に
よ
り
蒹
葭
堂
所
蔵
と
知
れ
、
最
後
に
全
体

の
跋
が
付
く
。

本
作
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
六
遠
図
」「
試
錐
図
」
と
い
う
主
題
の
相
違
や
、
画
絹
の
縦

の
寸
法
が
若
干
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
別
作
品
を
後
世
合
装
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
つ
つ

も
、
制
作
時
期
は
近
い
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
き
た）3
（

。

改
め
て
研
究
史
を
概
観
す
る
と
、
本
作
は
朝
日
新
聞
を
創
刊
し
、
美
術
雑
誌
『
國
華
』
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の
経
営
を
引
き
受
け
た
美
術
愛
好
家
・
村
山
龍
平
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
三
）（
号
・
香
雪
）

の
所
蔵
品
と
し
て「
池
野
大
雅
堂
筆
山
水
画
巻
」『
國
華
』一
五
〇
号
、
明
治
三
十
五
年（
一

九
〇
二
）
に
、「
六
遠
図
」
の
本
紙
全
体
及
び
「
試
錐
図
」
の
第
一
図
と
款
記
部
分
が
、

同
一
五
六
号
、
明
治
三
十
六
年
に
、「
試
錐
」
の
自
題
と
第
二
図
が
、
そ
し
て
「
池
大
雅

筆
高
士
図
」
同
一
七
九
号
、
明
治
三
十
八
年
に
「
試
錐
図
」
の
第
三
図
が
次
々
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
和
漢
名
画
選
』
國
華
社
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）（
再
版

大
正
六
年
〈
一
九
一
七
〉）
に
第
五
十
四
図
「
高
士
図
」
と
し
て
「
試
錐
図
」
の
第
三
、
四

図
と
款
記
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
明
治
時
代
後
期
に
全
図
が
公
に
さ
れ
た）4
（

。
こ

の
こ
と
は
、
本
作
が
日
本
美
術
史
草
創
期
に
い
ち
早
く
世
に
知
ら
れ
た
大
雅
の
、
あ
る
い

は
文
人
画
（
南
画
）
の
優
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
雅
作
品
の
中

で
最
も
早
い
専
門
誌
で
の
作
品
紹
介
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
以
降
、
展
覧
会
で
の
展
示

を
含
め
、
殆
ど
本
作
の
紹
介
は
な
く
、
漸
く
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
前
述
の
『
池

大
雅
画
譜
』
第
三
輯
で
「
六
遠
図
巻
」、「
四
高
士
図
巻
」
の
名
称
で
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
、

個
別
の
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
『
池
大
雅
画
譜
』
と
共
に
同
年
発
行
さ
れ
た
雑

誌
『
南
画
研
究
』
三
ノ
三
、
に
お
い
て
題
跋
の
翻
刻
が
な
さ
れ
、
基
礎
研
究
と
な
る
情
報

が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
以
後
、
単
独
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
察
す
る
。

二

作
品
の
現
状

迂
遠
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
二
つ
の
作
品
の
差
異
と
共
通
性
、
鑑
賞
の
場
、
合
装
さ
れ

た
意
味
を
検
討
す
る
た
め
に
、
実
際
に
作
品
を
広
げ
る
手
順
に
そ
っ
て
、
全
体
を
記
述
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

本
作
は
近
年
修
理
を
終
え
、
太
巻
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
旧
外
箱
の
蓋
表
に
は
「
池
大

雅
翁
六
遠
巻
」、
旧
内
箱
蓋
表
に
は
「
池
大
雅
六
遠
」（
緑
文
刻
書
）
と
あ
り
、
共
に
「
六

挿図 1 池大雅筆「六遠図・試錐図巻」香雪美術館蔵
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遠
図
」
で
あ
る
こ
と
の
み
を
示
す
。

巻
子
を
手
に
取
る
と
、
薄
茶
色
の
題
箋
に
は
「
三
岳
六
四
巻

春
水
清
玩
」
と
漢
詩
人
・

頼
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
に
よ
る
墨
書
が
あ
る
（
挿
図
2
）。
即
ち
「
三
岳
」
は

三
岳
道
者
と
も
称
し
た
池
大
雅
の
こ
と
、「
六
」
は
六
遠
図
を
、「
四
」
は
四
高
士
図
を
示

す
。
下
部
に
は
「
子
子
孫
孫
勿
替
引
之
」（
朱
文
長
方
印
）
が
紙
貼
り
さ
れ
る
。
金
砂
子
の

見
返
し
に
続
き
、
本
紙
冒
頭
下
段
に
は
「
春
水
帳
中
製
（
カ
）」（
朱
文
長
方
印
）、「
蒹
葭

堂
秘
不
許
出
聞
外
」（
朱
文
方
印
）
が
そ
れ
ぞ
れ
紙
貼
り
さ
れ
、
後
者
よ
り
本
作
は
京
坂

文
人
の
中
心
人
物
・
木
村
蒹
葭
堂
が
秘
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
（
挿
図
3
）。

続
い
て
、
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
～
九
六
）
の
後
跋
が
裏
箔
が
な
さ
れ
た
絹
地
に
王
羲

之
風
の
行
書
で
揮
毫
さ
れ
る
（
挿
図
4
）。

 

「「
来
禽
」（
朱
文
長
方
印
）
山
川
の
形
勢
、
乃
ち
尓
り
、
何
ぞ
遊
目
せ
ざ
る
を
以
て
す

べ
け
ん
や
。
天
明
甲
辰
九
月
九
日
、
王
右
軍
の
帖
語
を
録
し
て
、
世
粛
木
君
に
贈
す
。
東

江
源
鱗
「
源
」「
鱗）5
（

」（
白
文
方
印
）」

と
あ
り
、
東
江
が
天
明
四
年
九
月
九
日
、
王
羲
之
の
帖
語
「
十
七
帖
」
よ
り
七
言
詩
句
を

揮
毫
し
、
蒹
葭
堂
へ
贈
っ
た
と
知
れ
る
。

次
に
「
六
遠
図
」（
挿
図
5
）
が
始
ま
る
。
縦
一
七
・
三
㎝
、
長
さ
一
〇
七
・
三
㎝
の

絹
本
に
、
細
い
朱
線
で
枠
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
題
字
「
六
遠
」
が
独
特
の
撥
ね
と
払

い
の
八
分
体
隷
書
で
揮
毫
さ
れ
る
。
関
防
印
に
大
雅
の
「
玉
皇
香
案
吏
」（
朱
文
方
印
）

が
捺
さ
れ
て
お
り
、
大
雅
自
身
が
題
字
を
揮
毫
し
て
い
る
。
再
び
朱
枠
線
が
引
か
れ
、
墨

画
の
山
水
及
び
左
側
に
そ
れ
ぞ
れ
篆
書
風
の
肥
痩
の
な
い
細
い
線
で
二
行
程
度
の
書
が
認

め
ら
れ
る
。
即
ち
第
一
図
は
高
遠
、
第
二
図
は
深
遠
、
第
三
図
は
平
遠
、
第
四
図
は
闊

遠
、
第
五
図
は
迷
遠
、
第
六
図
は
幽
遠
の
図
と
そ
れ
を
説
い
た
画
論
の
一
節
が
示
さ
れ
、

第
六
図
の
み
画
論
の
末
尾
に「
以
上
は
山
の
名
状
に
し
て
当
に
画
中
の
用
に
備
ふ
べ
き
也
。

韓
純
全
識
す
」
が
加
わ
り
、
か
つ
図
の
左
上
に
「
池
」（
朱
文
印
）
が
捺
さ
れ
る）6
（

。
つ
ま

り
基
本
的
に
は
北
宋
末
（
十
二
世
紀
前
期
）

の
韓
拙
（
韓
純
全
）
の
画
論
『
山
水
純
全
集
』

「
論
山
」
に
見
る
六
遠
の
法
を
一
つ
一
つ
書

し
て
い
る
。
六
図
は
そ
れ
ぞ
れ
構
図
を
変

え
、
極
め
て
細
密
な
描
写
を
交
え
、
ま
た
、

米
法
や
潑
墨
で
は
な
く
、
渇
筆
、
擦
筆
を
基

本
と
し
て
煙
霧
や
空
気
の
湿
気
ま
で
も
表
現

し
つ
つ
遠
近
を
示
し
、
密
度
あ
る
深
遠
な
空

間
、
空
気
を
も
描
い
て
い
る
。
六
種
類
の
遠

近
の
法
が
説
く
そ
れ
ぞ
れ
の
山
水
の
様
相
を

描
い
た
六
図
は
、
小
さ
な
折
帖
仕
立
て
の
倣

古
山
水
画
冊
を
広
げ
た
よ
う
に
展
開
す
る
。

挿図 3 鑑蔵印「春水帳中製
（カ）」（朱文長方印）、「蒹葭堂
秘不許出聞外」（朱文方印）【挿
図 1部分】

挿図 2 題箋 頼春水筆「三岳
六四巻 春水清玩」、「子子孫孫
勿替引之」（朱文長方印）【挿図
1の作品より】

挿図 4 後跋 沢田東江筆【挿図 1部分】
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最
後
に
款
記
「
秋
日
、
蒹
葭
木
詞
宗
に
似お

く

り
奉
る
、
正
せ
よ

無
名
」
と
あ
り
「
臣
無
名
」

（
白
文
方
印
）
を
捺
す
こ
と
か
ら
、
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
あ
る
年
の
秋
、
大
雅
は
十
三

歳
年
下
の
木
村
蒹
葭
堂
を
詞
宗
、
即
ち
師
と
仰
ぎ
、
本
作
を
謹
呈
し
た
こ
と
が
分
か
る）7
（

。

続
く
紙
本
の
跋
文
は
、
大
坂
の
漢
詩
人
で
儒
医
の
岡
元
鳳（
一
七
三
七
～
八
七
）の
文
を
、

書
家
の
韓
天
寿
（
一
七
二
七
～
九
五
）
が
謹
直
な
楷
書
体
で
揮
毫
し
た
（
挿
図
6
）。
読
み

下
し
を
記
す）8
（

。

「
世
に
戴
成
の
画
狂
を
謂
ふ
も
、
余
は
則
ち
以
つ
て
然
ら
ず
と
為
す
。
夫
れ
戴
成
は
狂

士
な
る
も
、
画
は
豈
狂
為
ら
ん
や
。
吾
れ
其
の
嘗
て
筆
を
下
す
を
観
る
に
、
廼す

な
わち

天

機
の
経
営
に
到
る
を
遅ま

ち
、
頗
る
苦
ん
で
後
、
深
重
巧
密
の
者
を
得
べ
し
。
瀟
散
洒

落
に
至
つ
て
は
、
縦
横
腕
に
任
す
る
も
、
尚
、
各
布
侯
す
る
と
こ
ろ
有
り
。
要
す
る

に
之
れ
戴
成
は
画
に
深
き
者
な
り
。
或
は
磐
礴
解
衣
、
数
斗
を
轟
飲
し
、
怪
状
逸
出

し
、
画
も
亦
之
れ
に
随
ふ
。
但
其
の
人
の
狂
、
然
ら
し
む
る
は
、
直
に
偶
然
の
み
。

且
つ
其
の
人
、
好
ん
で
海
内
の
山
沢
に
遊
び
、
歴
渉
す
る
こ
と
殆
ん
ど
遍
く
し
、
尽

く
之
れ
を
画
に
收
む
る
は
、
蓋
し
是
れ
李
漁
の
言
を
服ふ

く

膺よ
う

す
る
な
り
。
其
の
画
に
於

け
る
深
し
と
謂
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
近
頃
戴
成
は
芙
蓉
諸
山
に
遊
び
て
帰
る
や
、
木

世
粛
の
為
に
六
遠
の
尺
幅
を
模
写
す
。
千
里
の
体
其
れ
備
は
れ
り
。
是
の
体
は
古
人

難
し
と
す
る
と
こ
ろ
な
る
に
、
戴
成
の
奇
格
を
失
は
ざ
る
は
、
山
霊
の
助
け
有
る
か
。

乃
ち
我
れ
向
き
の
言
は
誣

い
つ
わ
りな
ら
ず
。
世
粛
其
の
巻
を
示
す
や
、
余
此
れ
を
書
し
以
て

返
す
。
他
日
画
史
を
修
す
る
者
は
、
庶
く
は
焉
れ
を
採
る
こ
と
有
れ
よ
。

隔
凡
山
人
岡
元
鳳
題

韓
天
寿
書
「
韓
天
寿
」（
白
文
方
印
）「
大
年
」（
朱
文
方
印
）」

絵
師
と
し
て
の
大
雅
の
有
り
様
を
語
る
点
で
も
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。「
画
狂
」
と
言

わ
れ
る
が
、「
磐
礴
解
衣
」
つ
ま
り
真
に
画
道
を
得
た
大
雅
の
よ
う
な
人
は
外
面
を
飾
る

こ
と
は
な
い
と
い
い
、
画
に
対
す
る
真
摯
な
姿
を
示
す
。
ま
た
大
雅
は
、『
芥
子
園
画
伝
』

初
集
に
序
を
寄
せ
た
李
漁
（
一
六
一
一
～
八
〇
）
の
言
に
従
い
、
日
本
中
の
山
や
沢
を
歩

き
尽
く
し
、
こ
れ
を
描
い
た
こ
と
、
近
頃
大
雅
が
富
士
山
な
ど
の
登
山
か
ら
帰
る
と
、
蒹

葭
堂
の
た
め
に
「
六
遠
の
尺
幅
」
を
描
い
た
こ
と
、
こ
の
絵
に
は
、
古
来
、
難
題
と
さ
れ

た
千
里
の
景
が
見
事
に
描
か
れ
て
お
り
、
大
雅
が
優
れ
た
画
境
に
達
し
た
の
は
、「
山
霊

の
助
け
」
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
測
す
る
。

次
は
、
漢
詩
人
で
書
家
、
蒹
葭
堂
の
媒
酌
人
で
あ
り
、
大
雅
を
早
く
か
ら
評
価
し
た
一

人
、
細
合
半
斎
（
一
七
二
七
～
一
八
〇
三
）
が
絹
本
に
独
特
の
癖
の
あ
る
行
書
体
で
、
後

の
所
謂
「
大
雅
伝
」
の
記
述
と
共
通
す
る
興
味
深
い
跋
文
を
寄
せ
て
い
る）9
（

（
挿
図
7
）。

「
画が

家か

者し
ゃ

流り
ゅ
う

有
り
と
雖
も
多
く
は
固
執
の
者
に
て
、
其
れ
唯
変
化
を
測
る
べ
か
ら
ざ

る
者
は
吾
友
池
山
人
の
み
。
蓋
し
山
人
は
少
に
し
て
父
を
喪う

し
なひ

、
家
に
儋た

ん

石せ
き

な
く
、

自
奮
し
て
一
家
を
成
す
。
画
を
鬻ひ

さ

ぎ
以
て
母
を
養
ふ
。
乃
ち
普
く
名
山
に
遊
び
、
以

挿図 6 岡元鳳跋文、韓天寿筆【挿図 1部分】

            



七

池
大
雅
の
山
水
画
考

187

て
其
技
を
試
み
ん
と
欲
し
て
再
び
白
立
を
攀よ

ぢ
、
三
た
び
富
士
に
躋の

ぼ

る
。
其そ

の

余よ

の
諸

勝
も
足
跡
幾
ん
ど
遍
く
、
遂
に
霊
秘
を
探
り
化
工
を
奪
ふ
。
恒つ

ね

に
標
位
定
ま
る
に
居

り
て
、
草
稿
を
属
せ
ず
、
輒た

や
すく

之
れ
を
成
す
。
猶

さ
な
が
ら、

俯
し
て
是
れ
を
相
拾
ふ
が
ご
と

く
、
名
は
四
方
に
挾あ

ま
ねく

、
所
在
必
ず
聞
こ
ゆ
。
或
は
王
公
の
命
名
す
れ
ば
解
衣
盤
礴
、

以
て
進
む
。
或
は
隷
胥
の
款
至
す
れ
ば
襟
を
斂お

さ
め
、従
容
と
し
て
拒
ま
ず
。
蓬
戸
、

朱
門
、
其
の
視
一
な
り
。
写
に
至
つ
て
了
せ
ず
、
奪
つ
て
禁
せ
ず
絃
歌
、
俳
諧
、
醉

飽
、
澹
泊
も
亦
唯
人
生
の
一
楽
と
し
て
何
ぞ
必
ず
し
も
筆
研
の
精
良
、
之
れ
人
の
為

め
に
せ
ん
。
或
は
之
れ
を
目
し
て
曰
く
池
は
顚
々
な
る
も
以
て
画
伯
と
為
す
べ
し
。

其
の
木
兄
を
執
す
る
や
傾
心
し
て
其
技
を
尽
さ
し
む
。維
れ
此
の
六
遠
は
咫
尺
万
里
、

胸こ
こ
ろは

富
み
韻
は
足
る
、
俗
（
郡
カ
）
を
出
で
て
微
に
入
り
、
人
を
し
て
形
神
を
俱
に

往
か
し
む
。
区
々
た
る
画
家
者
流
の
至
り
及
ぶ
に
弗
ざ
る
な
り
。
其
の
書
或
は
詩
も

奇
々
怪
々
未
だ
始
め
よ
り
意
あ
る
に
あ
ら
ず
。
流
伝
も
亦
復
風
韻
超
凡
愛
す
べ
し
。

山
人
は
自
ら
玉
皇
香
案
吏
の
印
を
佩
す
。
果
し
て
是
れ
謫
仙
な
り
。
豈
皮
相
の
尽
す

と
こ
ろ
な
ら
ん
や
。

白
雲
山
樵
夫
離
識
「
合
離
」（
白
文
長
方
印
）」

半
斎
は
、
画
で
一
家
の
生
計
を
支
え
た
と
い
う
大
雅
の
幼
少
期
か
ら
説
き
始
め
る
。
前

の
跋
文
同
様
、
多
く
の
名
山
に
登
り
、
白
山
、
立
山
に
は
二
度
、
富
士
山
に
は
三
度
登
頂

し
、
つ
い
に
「
霊
秘
」
を
探
り
出
し
、
た
め
に
草
稿
な
く
描
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
い
、

「
解
衣
盤
礴
」
と
し
、
身
分
に
関
係
な
く
誰
に
で
も
描
い
た
大
雅
の
大
人
ぶ
り
を
示
す
。

続
け
て
大
雅
は
蒹
葭
堂
に
傾
心
し
、
そ
の
画
技
を
つ
く
し
て
「
咫
尺
万
里
」
の
こ
の
「
六

遠
図
」
を
描
い
た
と
明
言
す
る
。
詩
、
書
に
も
優
れ
、
愛
す
べ
き
人
柄
で
あ
る
と
し
、
本

作
に
も
捺
さ
れ
る
「
玉
皇
香
案
吏
」
と
い
う
天
帝
の
香
机
係
の
意
の
印
を
持
つ
こ
と
を
示

し
、
ま
る
で
仙
人
の
よ
う
だ
、
と
ま
と
め
る
。

次
に
巻
子
に
「
隔
て
」
や
特
段
の
間
紙
を
挟
む
こ
と
な
く
、
縦
の
長
さ
が
約
一
・
四
㎝

短
い
、
絹
本
墨
画
着
色
の

「
試
錐
図
」
が
続
く
（
図

版
一
・
二
、
挿
図
8
）。
本

紙
は
縦
一
五
・
九
㎝
、
全

長
九
二
・
四
㎝
で
あ
る
。

「
六
遠
図
」
同
様
、
朱
色

の
細
い
線
で
枠
取
り
さ
れ

る
。
関
防
印
に
は「
竹
居
」

（
白
文
長
方
印
）
が
捺
さ

れ
、「
試
錐
」
の
二
字
が

擦
れ
を
帯
び
た
篆
書
体
で

朱
枠
内
の
中
央
に
配
置
さ

れ
る
。
そ
し
て
左
に
は
次

に
始
ま
る
画
ま
で
の
「
隔

て
」
が
朱
線
で
区
切
ら
れ

て
い
る
。

第
一
図
の
画
面
右
端
下

に
は
、
極
め
て
小
さ
く

「
共
四
幀
倣
李
公
麟
之
筆
」

の
墨
書
が
あ
り
、「
玉
皇

香
案
吏
」（
朱
文
方
印
）

が
画
上
に
捺
さ
れ
、
双
方

と
も
隠
し
落
款
の
よ
う
に

画
と
同
化
し
て
い
る
。
即

挿図 7 細合半斎跋文【挿図 1部分】
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ち
、
本
図
を
含
め
、
続
く
四
図
は
一
連
の
作

で
あ
り
、
全
て
李
公
麟
の
筆
意
で
描
い
た
こ

と
を
示
す
。
題
語
の
文
章
は）10
（

「
王
右
軍
既
に

官
を
去
り
、
道
士
許
邁
と
共
に
名
山
に
遊

び
、
滄
海
に
泛
ぶ
こ
と
千
里
を
遠
し
と
せ

ず
。
邁
、
字
は
叔
玄
、
清
虚
に
し
て
真
に
接

し
、
遐
棲
し
て
志
を
所
在
に
表
す
る
も
、
往

い
て
返
ら
ず
。
故
に
名
を
遠
遊
と
改
む
」
と

あ
る
。
そ
の
た
め
「
王
右
軍
道
士
許
邁
と
遠

遊
す
る
」
あ
る
い
は
「
対
談
す
る
図
」
と
解

説
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た）11
（

。
し
か
し
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
楼
閣
に
三
人
の
高
士
が
語
ら

う
様
で
あ
り
、
か
つ
童
子
が
御
簾
を
上
げ
、

視
線
の
先
に
は
觴
が
二
、
三
泛
び
、
画
面
右

上
よ
り
、
極
め
て
小
さ
く
文
人
の
集
い
と
、

觴
が
流
れ
ゆ
く
様
が
描
か
れ
る
。
よ
っ
て
王

羲
之
の
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
、
永
和
九
年
春

三
月
、
名
勝
・
蘭
亭
で
、
時
の
名
士
・
謝
安
、

孫
綽
ら
と
会
合
し
て
詩
を
賦
し
た
「
曲
水
の

宴
」
の
場
面
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ

こ
で
は
「
王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」

と
す
る
。

第
二
図
は
左
上
に
「
玉
皇
香
案
吏
」（
朱

文
方
印
）
が
捺
さ
れ
る
夏
の
景
で
「
王
黄
門

は
嘗
て
行
き
て
呉
中
を
過
ぎ
り
、
好よ

き
竹
有
る
を
見
る
。
肩
輿
に
て
径た

だ

ち
に
竹
下
に
造い

た

り
、
諷
嘯
す
る
こ
と
良や

や
久
し
。
還
る
に
当
に
通
ず
べ
き
を
冀

こ
ひ
ね
がふ
。
主
人
門
を
閉
ざ
し
て

出
づ
る
を
聴ゆ

る

さ
ず
。
乃
ち
坐
に
留
ま
り
、
歓
を
尽
し
て
去
る
。
主
人
も
復
た
情
致
有
る
な

り
」
と
あ
る
。
王
黄
門
は
王
羲
之
の
第
五
子
の
王
徽
之
（
ま
た
の
名
は
王
黄
門
、
王
子
猷
）

の
こ
と
で
、
竹
を
好
む
王
徽
之
は
、
呉
の
国
へ
行
く
途
中
、
立
派
な
竹
林
を
持
つ
家
を
訪

ね
た
が
、
王
徽
之
は
肩
輿
に
乗
っ
た
ま
ま
竹
林
で
長
く
朗
詠
し
て
そ
の
ま
ま
帰
ろ
う
と
し

た
の
で
、
主
人
は
門
を
閉
じ
歓
待
す
る
ま
で
帰
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
王
黄

門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」
と
す
る
。

第
三
図
は
左
下
に
「
玉
皇
香
案
吏
」（
朱
文
方
印
）
の
印
が
捺
さ
れ
る
。「
林
処
士
常
に

小
艇
を
西
湖
に
泛
ぶ
。
諸
寺
に
客
有
り
、
逋
の
居
る
所
に
至
れ
ば
、
則
ち
一
童
子
、
門
に

応
へ
、
客
を
延
い
て
坐
し
、
為
に
籠
を
開
い
て
鶴
を
縦
つ
。
良や

や
久
し
ふ
す
れ
ば
、
逋
必

ず
小
船
に
棹
さ
し
て
帰
る
。
趣
を
異
に
す
と
雖
も
亦
陶
の
亜つ

ぎ

た
り
」
と
あ
り
、
鶴
を
愛
し

た
林
逋
が
西
湖
の
孤
山
に
隠
棲
し
、
客
が
来
れ
ば
童
子
が
鶴
を
放
っ
て
知
ら
せ
た
と
い
う

著
名
な
故
事
を
記
す
が
、
画
は
林
逋
が
書
斎
で
一
人
座
し
外
を
眺
め
る
。
風
に
吹
か
れ
る

樹
木
の
葉
に
は
代
赭
も
混
ざ
り
、
初
秋
の
夜
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
「
林
処
士
（
林
逋
）

隠
逸
図
」
と
す
る
。

第
四
図
は
前
景
に
防
寒
着
で
船
に
乗
る
高
士
と
棹
さ
す
従
者
が
描
か
れ
た
雪
景
で
あ

る
。「
玉
皇
香
案
吏
」（
朱
文
方
印
）
は
図
の
左
端
中
央
に
捺
さ
れ
る
。「
策
を
杖
つ
い
て

隠
士
を
招た

ず

ね
ん
と
す
。
荒
塗
古
今
に
橫ふ

さ

が
れ
り
。
巌
穴
に
結
構
無
き
も
、
丘
中
に
は
鳴
琴

有
り
。
白
雪
は
陰
岡
に
停
ま
り
、
丹
葩
は
陽
林
を
曜て

ら

す
。
是
左
詩
の
半
詠
な
り
。
忽
ち
舟

師
に
命
ず
る
は
子
猷
な
る
哉
」
と
あ
り
、
六
句
ま
で
は
西
晋
の
文
人
・
左
思
『
招
隠
詩
』

の
引
用
で
あ
る
。
図
は
、
大
雪
の
夜
、
子
猷
は
左
思
の
詩
か
ら
、
友
人
戴
安
道
を
思
い
、

命
じ
て
舟
を
出
す
が
、
戴
安
道
の
家
の
前
ま
で
行
く
も
、
興
が
冷
め
た
た
め
、
会
わ
ず
に

帰
る
と
い
う
著
名
な
逸
話
を
描
く
。
子
猷
は
第
二
図
の
王
徽
之
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
王
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子
猷
（
王
徽
之
）
訪
友
図
」
と
す
る
。

再
び
朱
線
で
枠
が
引
か
れ
、
題
字
と
同
じ

篆
書
体
で
「
壬
午
春
日

無
名
」
と
あ
り
、

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
春
日
の
制
作
と

知
れ
、
左
側
に
「
無
名
・
貸
成
」（
白
文
聯
印
）

が
捺
さ
れ
る
。

続
け
て
漢
詩
人
・
河
野
恕
斎
（
一
七
四
三

～
七
九
）
の
跋
文
は
、
紙
本
金
箋
（
金
砂
子
）

に
墨
書
さ
れ
る）12
（

（
挿
図
9
）。

「
右
蒹
葭
堂
蔵
す
る
と
こ
ろ
、
池
貸
成
四

高
士
の
図
は
、
軽
抹
淡
描
、
細
巧
縝
緻

に
し
て
前
輩
の
風
流
を
清
賞
す
る
こ

と
、
毫
素
之
間
に
宛
然
た
り
。
巻
舒
の

際
、
真
に
其
境
に
入
り
て
、
其
の
風
流

を
追
ふ
が
如
し
。
蓋
し
貸
成
は
奇
を
好

む
の
士
に
し
て
、
其
の
胸
襟
の
瀟
洒
、

規
宇
の
磊
落
、
筆
端
に
輸
出
す
る
も
の

な
り
。
誠
に
此
人
に
非
ず
ん
ば
此
趣
を

摸
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

恕
斎

河
子
龍
題
「
恕
斎
」（
白
文
長

方
印
）「
河
子
龍
」（
白
文
方
印
）」

次
は
赤
紅
色
の
紙
に
、
雨
森
壽
な
る
人
物

の
七
言
絶
句
が
墨
書
さ
れ
る）13
（

（
挿
図
10
）。

「
四
士
の
高
風
は
筆
底
に
新
な
り
。
酔
塗

醒
沫
、
自
ら
其
れ
真
。
池
生
も
亦
是
れ
清
狂
の
客
。
要
は
図
中
に
向
か
つ
て
一
人
を

添
へ
ん
こ
と
を
。

白
山
逸
人
雨
森
壽
「
雨
森
壽
」（
白
文
長
方
印
）「
大
眉
」（
白
文
長
方
印
）」

二
つ
の
跋
文
は
大
雅
自
題
の
「
試
錐
」
を
採
ら
ず
「
四
高
士
図
」「
四
士
高
風
」
と
す
る
。

そ
し
て
本
作
に
は
四
高
士
の
風
流
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
と
し
、
奇
を
好
み
、
清
狂
の
客

で
あ
る
大
雅
だ
か
ら
こ
そ
描
け
た
画
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
後
者
は
筆
者
を
確
定
で
き

な
い
が
、
儒
医
の
雨
森
章
廸
（
一
七
三
一
～
八
六
）
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

最
後
は
儒
者
で
平
安
四
竹
の
一
人
、
宮
崎
筠
圃
（
一
七
一
七
～
七
四
）
が
、
宝
暦
十
二

年
（
一
七
六
二
）
の
夏
、
つ
ま
り
作
品
完
成
の
数
か
月
後
に
寄
せ
た
七
言
律
詩
で
あ
る）14
（

（
挿

図
11
）。

 

「�

自
ら
是
れ
胸
懐
に
一
蓙
無
く
、
毫
芒
輒す

な
わち

奪
ふ
化
工
の
真
。
微
茫
た
る
遠
水
九
辺
に

動
き
、
重
畳
た
る
奇
峰
座
上
に
陳つ

ら

ぬ
。
知
ら
ず
烟
霞
纔わ

ず
かに
疾
と
作
る
を
。
鷗
鷺
に
従

つ
て
同
じ
く
相
親
む
こ
と
難
し
。
君
に
因
つ
て
最
も
識
る
臥
遊
に
好よ

き
を
。
多
少
の

賞
心
已
に
新
な
る
を
覚
ゆ
。

挿図 9 河野恕斎跋文【挿図 1部分】

挿図10 雨森壽跋文【挿図 1部分】

挿図 8 「試錐図」池大雅筆【挿図 1部分】
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壬
午
夏
日
、
録
し
て
木
文
学
に
呈
す
咲
正
せ
よ

海
西
宮
奇
「
宮
奇
」（
白
文
方
印
）「
子
常
」（
朱
文
方
印
）」

直
前
の
七
言
絶
句
と
同
じ
紙
を
用
い
る
が
、
縦
の
幅
の
寸
法
を
違
え
て
「
試
錐
図
」
の

本
紙
や
他
の
跋
文
と
は
切
り
離
し
て
い
る
。「
木
文
学
」
は
木
村
蒹
葭
堂
の
こ
と
と
推
測

さ
れ
、
跋
文
の
筆
者
の
中
で
最
年
長
の
宮
崎
筠
圃
が
、
若
き
蒹
葭
堂
に
「
咲
正
せ
よ
（
ご

笑
覧
く
だ
さ
い
）」
と
記
し
て
い
る
。「
六
遠
図
」
の
大
雅
の
款
記
「
正
せ
よ
」
と
呼
応
さ

せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
款
記
の
左
脇
に
詩
箋
の
模
様
の
よ
う
な
草
花
図
が
貼
ら

れ
る
な
ど
趣
が
あ
る
。

以
上
が
本
図
巻
の
全
容
で
あ
る
。「
六
遠
図
」
と
「
試
錐
図
」
は
、
墨
画
の
山
水
図
と
、

着
色
の
山
水
人
物
図
で
、
別
作
品
で
は
あ
る
が
、
観
察
し
て
み
る
と
共
通
点
も
多
数
認
め

ら
れ
る
。

第
一
に
形
式
が
揃
っ
て
い
る
。
共
に
絹
本
で
あ
り
、
本
紙
の
縦
の
法
量
も
ほ
ぼ
等
し

く
、
細
い
朱
線
の
枠
取
り
が
あ
る
点
、
大

雅
自
身
が
題
字
を
篆
隷
体
で
揮
毫
し
、
関

防
印
の
み
が
捺
さ
れ
る
点
、
画
に
続
い
て

題
画
詩
を
伴
う
詩
意
図
の
よ
う
な
体
裁
を

持
ち
、
中
国
の
古
典
を
引
用
、
改
変
し
た

題
語
が
二
、
三
行
墨
書
さ
れ
る
点
、
款
記

の
み
で
一
枠
と
り
、
署
名
の
左
に
印
を
捺

す
と
い
う
点
、
跋
文
が
二
種
類
ず
つ
付
さ

れ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
意
図

的
に
体
裁
を
合
わ
せ
た
痕
跡
と
推
測
さ
れ

る
。第

二
に
画
題
選
定
の
相
似
で
あ
る
。

「
六
遠
」「
試
錐
」
共
に
、
題
語
と
し
て
も
、
画
題
と
し
て
も
、
馴
染
み
が
あ
る
と
は
言
い

難
い
語
句
、
文
章
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
受
容
者
（
所
蔵
者
、
鑑
賞
者
及
び
そ
の
交
流
関
係
）
が
共
通
す
る
。
少
な
く
と
も

「
六
遠
図
」
は
蒹
葭
堂
へ
大
雅
が
奉
げ
た
作
で
あ
り
、
跋
文
よ
り
両
作
と
も
蒹
葭
堂
の
所

蔵
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
跋
文
の
筆
者
は
、
大
雅
四
十
九
歳
の
作
で
、
重
要
文
化
財

「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）（
挿
図
12
）
に
題
や

跋
な
ど
を
寄
せ
た
人
物
と
殆
ど
重
な
っ
て
お
り
、
混
沌
詩
社
周
辺
の
人
々
で
あ
る
と
い
え

る
）
15
（

。「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
は
混
沌
詩
社
の
支
援
者
・
西
村
孟
清
（
？
～
一
七
七
九
）
の
需
に

応
じ
て
描
か
れ
、
彼
ら
の
詩
会
で
披
露
さ
れ
、
多
数
の
詩
を
生
み
出
し
、
模
本
が
作
ら
れ

た
。
京
坂
芸
苑
の
活
発
な
創
作
活
動
と
中
国
文
化
へ
の
憧
憬
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
混
沌
詩
社
は
蒹
葭
堂
の
師
で
あ
る
片
山
北
海
（
一
七
二
三
～
九
〇
）
を
盟

主
と
す
る
漢
詩
結
社
で
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
二
）
に
盛
ん
と
な
る
が
、
そ
の
基

盤
は
、
蒹
葭
堂
が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
頃
よ
り
主
催
し
て
い
た
月
例
詩
文
会
で
あ
っ

た
）
16
（

。
中
井
竹
山
、
頼
春
水
の
他
、
本
図
巻
の
跋
文
を
記
し
た
岡
元
鳳
（
魯
庵
）、
河
野
恕

斎
、
細
合
半
斎
も
こ
の
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
な
お
、「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
の
題

字
は
宮
崎
筠
圃
、
題
箋
は
韓
天
寿
が
揮
毫
し
、
半
斎
、
春
水
の
長
文
の
跋
が
付
さ
れ
て
い

る
。「

洞
庭
赤
壁
図
巻
」
同
様
、
本
作
の
跋
文
で
も
、
彼
ら
が
本
作
を
目
の
当
た
り
に
し
た

感
動
と
、
大
雅
の
、
奇
、
狂
、
新
奇
な
絵
画
制
作
の
有
り
様
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
本
作

で
も
、
題
語
か
ら
大
雅
の
画
が
生
ま
れ
、
画
か
ら
漢
詩
文
（
跋
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
大
雅
の
作
画
の
意
図
を
探
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

挿図11 宮崎筠圃跋文【挿図 1部分】
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池
大
雅
筆
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
絹
本
着
色
、
明
和

8
年（

1771）、
京
都
国
立
博
物
館
蔵

宮
崎
筠
圃
題

頼
春
水
跋
文

細
合
半
斎
跋
文

池
大
雅
「
洞
庭
赤
壁
図
」
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三
「
六
遠
図
」
の
考
察

（
一
）「
六
遠
」
と
い
う
言
葉

「
六
遠
」
と
は
、
北
宋
末
（
十
二
世
紀
前
期
）
に
韓
拙
が
『
山
水
純
全
集
』「
論
山
」
に

お
い
て
、
中
国
の
山
水
画
に
お
け
る
遠
近
の
法
を
、
北
宋
（
十
一
世
紀
後
期
）
の
郭
熙
『
林

泉
高
致
』「
山
水
訓
」
に
あ
る
「
三
遠
法
」
に
、
さ
ら
に
三
種
類
の
遠
近
の
法
を
加
え
、

六
種
と
し
て
論
じ
た
も
の）17
（

で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る）18
（

。

�

郭
氏
曰
山
有
三
遠
。
自
山
下
而
仰
山
上
、
背
後
有
淡
山
者
、
謂
之
高
遠
。
自
山
前
而

窺
山
後
者
、
謂
之
深
遠
。
自
近
山
辺
低
坦
之
山
、
謂
之
平
遠
。
愚
又
論
三
遠
者
。
有

近
岸
広
水
曠
闊
遥
山
者
、
謂
之
闊
遠
。
有
煙
霧
瞑
漠
野
水
隔
而
髣
髴
不
見
者
、
謂
之

迷
遠
。
景
物
至
絶
而
微
茫
縹
渺
者
、
謂
之
幽
遠
。
以
上
山
之
名
状
当
備
画
中
用
也
。

大
雅
は
こ
れ
を
引
用
し
て
「
六
遠
図
」
の
各
図
の
左
側
に
題
画
詩
の
よ
う
に
墨
書
し
、

最
後
に
出
典
と
し
て
「
韓
純
全
識
」
と
書
き
加
え
て
い
る
。
し
か
し
右
記
の
よ
う
に
原
文

に
は
「
郭
氏
曰
く
山
に
三
遠
有
り
」「
愚
に
も
又
三
遠
を
論
ず
る
は
」
と
郭
熙
『
林
泉
高
致
』

の
「
三
遠
」
と
韓
拙
の
新
た
な
「
三
遠
」
と
あ
る
の
み
で
「
六
遠
」
と
い
う
語
は
見
当
た

ら
な
い
。

韓
拙
『
山
水
純
全
集
』
は
「
論
山
」「
論
水
」「
論
林
木
」「
論
石
」「
論
雲
霞
烟
靄
嵐
光

風
雨
雪
霧
」「
論
人
物
橋
彴
関
城
寺
観
山
居
舟
車
四
時
之
景
」「
論
用
筆
墨
格
法
気
韻
之
病
」

「
論
視
画
別
識
」「
論
古
今
学
者
」
と
い
う
理
知
的
な
構
成
を
持
つ
画
論
で
あ
る
。
第
一
章

に
あ
た
る
「
論
山
」
は
「
凡
画
山
言
、
丈
尺
分
寸
者
王
右
丞
之
法
則
也
…
」
と
始
ま
り
、

後
半
に
入
り
「
山
有
四
時
之
色
、
春
山
豔
冶
而
如
笑
、
夏
山
蒼
翠
而
如
滴
、
秋
山
明
浄
而

如
洗
、
冬
山
惨
淡
而
如
睡
、
之
説
四
時
之
気
象
也
」
と
い
う
四
季
山
水
を
説
く
一
文
に
続

き
「
郭
氏
曰
…
」
と
し
て
所
謂
「
六
遠
」
を
説
い
た
文
章
が
登
場
す
る
。
こ
の
文
章
の
最

後
に
は
「
兼
備
博
雅
君
子
之
問
、
若
問
而
無
対
為
、
無
知
之
士
、
不
可
不
知
也
」
と
し
て
、

二
つ
の
三
遠
法
は
直
前
の
四
季
山
水
論
と
共
に
、
博
雅
な
る
君
子
の
必
須
事
項
で
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
言
葉
と
し
て
の
「
六
遠
」
は
立
項
も
さ
れ
ず
、
文
中
で
も
使
用
さ
れ
な
い
。

お
そ
ら
く
大
雅
は
『
佩
文
斎
書
画
譜
』
な
ど
に
所
載
さ
れ
て
い
る
『
山
水
純
全
集
』
を

閲
覧
し
た
と
推
測
す
る）19
（

。
管
見
の
限
り
、「
六
遠
」
と
い
う
画
題
は
、『
歴
代
著
録
画
目
』

や
中
国
の
画
史
画
論
類
に
も
見
え
ず
、
中
国
画
の
画
題
に
も
、
画
論
中
の
言
葉
と
し
て
も

見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
「
山
水
図
」
と
い
う
大
き
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
個
々
の
差

別
化
の
た
め
に
、
水
墨
山
水
、
青
緑
山
水
、
浅
絳
山
水
、
米
法
山
水
、
の
よ
う
な
施
色
法

や
筆
法
を
画
名
に
付
す
の
と
同
様
に
、
遠
近
の
法
に
つ
い
て
も
「
喬
松
平
遠
図
」
な
ど
、

特
徴
あ
る
画
法
を
画
名
に
す
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
。
し
か
し
、
技
法
の
種
類
や
そ
の
内
容

を
示
す
の
は
『
芥
子
園
画
伝
』
の
よ
う
な
絵
手
本
の
領
分
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
本
画
で
そ

れ
を
表
現
す
る
必
要
も
、
意
味
も
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
日
本
に
お
い
て
、
大
雅
に
と
っ
て
、
中
国
山
水
画
の
秘
法
「
六
遠
」
を
描
く
こ

と
は
意
味
が
あ
っ
た
。
ま
る
で
題
画
詩
を
伴
う
詩
意
図
の
よ
う
に
、
一
図
ず
つ
韓
拙
の
画

論
の
一
節
を
記
し
、
最
後
に
「
韓
純
全
識
す
」
の
語
を
書
き
添
え
、
韓
拙
の
画
論
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
意
を
描
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
そ
の
表
れ

だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
最
初
に
「
六
遠
」
を
山
水
画
の
画
題
と
し
、
こ
れ
を
描
く
こ
と
に

挑
戦
し
、
見
事
に
描
き
き
っ
た
画
人
こ
そ
が
大
雅
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

け
れ
ど
も
六
種
類
の
遠
近
の
法
は
、
い
ず
れ
も
抽
象
的
な
内
容
で
、
こ
の
意
を
、
具
体

的
な
山
水
画
と
し
て
表
現
す
る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
大
雅
の
画
は
全
く
韓
拙
の
画
論

だ
け
か
ら
生
ま
れ
た
と
は
思
い
難
い
。
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（
二
）『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
の
図
様
と
画
論
を
読
む

大
雅
は
「
六
遠
図
」
を
描
く
に
あ
た
り
、
跋
文
で
岡
元
鳳
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
李
漁

の
言
を
心
に
留
め
、
実
行
」
し
た
の
だ
ろ
う
。
即
ち
李
漁
が
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）

に
序
文
を
記
し
た
史
上
初
の
山
水
画
の
画
譜
（
絵
手
本
）『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
を
参
照

し
た
と
思
わ
れ
る）20
（

。
同
書
の
「
山
石
譜
」
に
は
、「
山
論
三
遠
法
」
と
し
て
郭
熙
『
林
泉

高
致
』「
山
水
訓
」
を
抜
粋
し
、
大
幅
な
加
筆
が
な
さ
れ
た
上
で
、
図
解
も
さ
れ
て
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る）21
（

。

周
知
の
よ
う
に
『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
は
山
水
画
の
教
科
書
、
技
法
書
で
あ
る
。
図
案

集
的
な
画
譜
（
絵
手
本
）
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
画
論
部
分
の
み
が
抽
出
さ
れ
た
画
論

書
、
画
法
書
と
し
て
も
出
版
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
来
、
日
本
に
お
い
て
も
流
布
し
た
。
唐

本
は
貴
重
書
で
柳
沢
淇
園
旧
蔵
書
な
ど
が
今
な
お
伝
わ
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
大
雅
の

本
書
の
活
用
法
は
、
所
謂
、
図
柄
借
用
や
画
論
部
分
の
引
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
深
い
読
み

取
り
を
し
て
い
る
。
以
下
、
題
語
と
画
の
関
係
、
そ
し
て
『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
の
該
当

箇
所
を
順
に
見
て
い
く
。

本
書
の
「
高
遠
法
」「
深
遠
法
」（
挿
図
13
）
と
大
雅
の
「
高
遠
」「
深
遠
」
を
比
較
す

る
と
、
左
右
反
転
の
構
図
で
あ
る
が
、「
高
遠
法
」
は
図
様
を
直
接
引
用
し
て
い
る
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
「
深
遠
」
で
は
、
本
書
の
図
と
大
雅
の
画
に
は
、「
高
遠
」
の
そ

れ
よ
り
距
離
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
雅
の
画
に
は
、
下
を
見
れ
ば
雲
海
が
広
が
る
山
中
の

小
径
が
描
か
れ
、
小
径
を
行
け
ば
立
派
な
門
の
あ
る
文
人
高
士
が
住
ん
で
い
そ
う
な
楼
閣

が
描
か
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
で
あ
り
山
水
画
と
し
て
完
成
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。
画
中
の
小
径
は
さ
ら
に
続
き
、
山
頂
か
ら
雲
海
を
見
下
ろ
せ
る
の
だ
。

こ
う
し
た
鑑
賞
者
の
視
点
を
誘
導
す
る
よ
う
な
、
臥
遊
を
促
す
仕
掛
け
の
あ
る
山
水
画

は
、「
深
遠
」
の
「
山
の
前
か
ら
山
の
後
ろ
を
窺
い
み
る
見
方
を
深
遠
と
い
う
」
と
い
う

文
章
の
み
で
は
創
造
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本
書
に
は
、
前
述
の
郭
熙
の「
三
遠
法
」

の
引
用
に
加
え
「
遠
く
し
て
そ
の
深
な
る
を
欲
せ
ば
当
に
雲
を
も
っ
て
深
く
す
べ
し
」
と

雲
中
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、「
玉
女
は
青
に
迷
し
、
明
星
は
翠
に
鎮
す）22
（

」
と
あ
る
。
さ

ら
に
「
中
国
の
華
山
に
あ
る
玉
女
峰
が
青
一
色
と
な
り
、
明
星
峰
が
緑
一
色
と
な
っ
て
静

ま
り
か
え
る
様
子
は
、
深
遠
そ
の
も
の
だ
」
と
い
う
説
明
が
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体

的
な
景
観
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
中
国
の
名
勝
の
事
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
本

挿図13 『芥子園画伝』初集より「高遠法」「深遠法」静嘉堂文庫蔵
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書
の
図
様
は
雲
が
も
く
も
く
と
立
ち
上
が
り
、
中
景
及
び
後
景
の
山
頂
が
雲
か
ら
頭
を
出

す
と
い
う
よ
う
に
、
雲
が
強
調
さ
れ
て
は
い
る
。
大
雅
は
お
そ
ら
く
「
高
遠
」
も
同
様
に

「
遠
く
し
て
そ
の
高
き
を
欲
せ
ば
当
に
泉
を
も
っ
て
高
く
す
べ
し
。
雁
蕩
の
千
尋
、
匡
廬

の
三
畳
、
高
遠
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
。」
を
踏
ま
え
、
前
景
に
は
滝
を
本
書
の
図
様
よ
り

も
強
調
し
て
描
き
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う）23
（

。

ま
た
「
平
遠
」
で
は
「
遠
く
し
て
そ
の
平
ら
か
な
る
を
欲
せ
ば
当
に
煙
を
も
っ
て
平
ら

か
に
す
べ
し
」
と
い
う
語
に
対
し
て
、
本
書
で
は
「
平
遠
法
」「
平
遠
巒
頭
法
」（
挿
図

14
）の
二
図
に
分
け
て
図
解
し
て
い
る
が
、
大
雅
は
こ
れ
を
合
成
し
て
表
現
し
た
。
即
ち
、

橋
を
わ
た
り
、
小
径
を
進
み
、
高
い
樹
木
や
竹
林
に
囲
ま
れ
た
門
の
向
こ
う
の
庵
を
中
景

と
し
て
描
き
、
さ
ら
に
奥
に
進
ん
で
ま
た
橋
を
わ
た
り
、
巒
頭
法
を
用
い
、
擦
れ
た
筆
で

霞
や
雲
を
表
現
し
、
霞
の
中
で
ぼ
ん
や
り
見
え
る
遠
く
の
山
々
へ
と
進
む
、
広
や
か
な
山

水
図
と
し
て
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
明
る
い
岡
の
華
子
（
華
子
岡
陝
西
省
終
南

山
の
下
）、
冷
た
る
谷
の
愚
公
（
山
東
省
の
愚
公
谷
）
は
、
平
遠
に
あ
ら
ず
し
て
何
か）24
（

。」

と
い
う
具
体
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
大
雅
は
中
国
の
名
山
に
登
っ
た
こ
と
は
な
い

の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
文
章
か
ら
、
日
本
の
山
に
登
っ
た
経
験
か
ら
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

け
れ
ど
も
韓
拙
の
三
遠
で
あ
る
「
闊
遠
」「
迷
遠
」「
幽
遠
」
は
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
に

す
ぎ
る
た
め
か
『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
に
掲
載
が
な
い
。
大
雅
は
「
近
い
岸
の
向
う
が
広

い
水
で
あ
る
と
か
曠
闊
な
空
間
の
か
な
た
に
遥
か
な
山
が
見
え
る
と
い
う
様
な
場
合
」
と

い
う
「
闊
遠
」
に
つ
い
て
は
、
前
景
は
岸
辺
の
二
本
の
木
と
一
隻
の
船
、
中
景
は
大
河
、

遠
景
は
対
岸
の
家
屋
や
山
々
を
極
め
て
小
さ
く
描
き
入
れ
る
、
と
い
う
具
合
に
、
題
語
の

通
り
に
絵
画
化
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
前
景
の
船
を
漕
ぐ
人
の
視
線
に
鑑
賞
者
の
視
線

が
重
な
る
よ
う
、
巧
み
に
誘
い
込
み
「
闊
遠
」
を
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る）25
（

。

「
煙
霧
が
こ
め
、
野
水
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
け
れ
ど
、
ぼ
ん
や
り
し
て

よ
く
見
え
な
い
と
い
う
様
な
場
所
」
と
い
う
「
迷
遠
」
は
、
擦
筆
、
渇
筆
を
何
度
も
積
み

重
ね
、
朦
朧
と
し
た
水
蒸
気
を
描
く
。
し
っ
と
り
と
野
水
が
横
た
わ
る
様
は
画
面
中
央

に
、
や
や
水
気
を
含
ん
だ
濃
墨
を
置
き
、
渇
い
た
筆
を
重
ね
に
重
ね
る
こ
と
で
寂
寥
感
を

も
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
も
あ
る
種
、
題
語
に
忠
実
な
絵
画
化
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
も
抽
象
的
で
観
念
的
な
「
幽
遠
」
即
ち
「
景
物
が
全
く
な
く
て
た

挿図14 『芥子園画伝』初集より「平遠法」「平遠巒頭法」静嘉堂文庫蔵
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だ
渺
茫
た
る
場
合
」
に
お
い
て
は
、
題
語
の
通
り
に
、
何
も
描
か
な
い
の
で
は
な
く
、
意

外
に
も
具
体
的
な
景
物
を
描
き
入
れ
て
い
る
。
右
下
に
は
松
な
ど
の
樹
木
よ
り
も
さ
ら
に

高
い
楼
閣
が
聳
え
立
ち
、
楼
台
で
は
数
名
が
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
る
（
挿
図
15
）。
水
景

を
挟
み
、
中
景
に
は
、
石
橋
が
架
か
り
、
城
壁
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
、
さ
ら
に
塔
や
楼

閣
、
山
々
な
ど
が
ジ
グ
ザ
グ
と
連
な
っ
て
い
く
。
よ
く
見
る
と
遠
景
の
山
々
の
間
に
も
小

さ
な
橋
が
架
か
り
、
家
屋
が
連
な
り
、
人
々
は
船
を
浮
か
べ
て
い
る
。
と
り
わ
け
遠
景
の

「
池
」（
朱
文
印
）
の
辺
り
の
極
々
小
さ
く
、
人
家
の
密
集
し
た
屋
根
の
連
な
り
は
、
豊
か

な
山
村
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
（
挿
図
16
）。
こ
の
よ
う
に
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

前
景
の
楼
閣
か
ら
遠
く
を
眺
め
る
人
々
の
視
線
で
、
鑑
賞
者
は
絵
の
中
に
誘
導
さ
れ
る
。

「
景
物
が
全
く
な
く
て
た
だ
渺
茫
た
る
」
と
は
、
地
平
線
の
か
な
た
ま
で
遠
く
を
眺
め
て

い
る
よ
う
な
心
持
で
あ
ろ
う
か
。

鑑
賞
者
に
こ
の
よ
う
な
視
覚
体
験
を
促
す
、
視
覚
の
構
造
を
持
つ
画
と
い
え
ば
、
先
に

も
触
れ
た
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
が
想
起
さ
れ
よ
う
。「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
は
、
画
面
右
側

に
赤
壁
を
、
左
側
に
は
洞
庭
湖
周
辺
を
描
く
。
洞
庭
湖
上
に
、
岳
陽
楼
や
周
り
の
島
々
を

点
在
さ
せ
、
太
鼓
橋
状
の
石
橋
に
何
人
も
の
人
が
列
を
な
し
て
歩
く
様
や
、
船
を
漕
ぐ

人
々
、
家
々
が
連
な
る
村
落
な
ど
が
小
さ
く
描
か
れ
る
（
挿
図
17
）。
こ
う
し
た
画
中
の

景
物
は
、「
幽
遠
」
の
そ
れ
と
共
通
す
る
。「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
で
は
金
碧
青
緑
山
水
の
画

法
が
用
い
ら
れ
、
か
つ
大
雅
四
十
九
歳
、
最
晩
年
の
作
で
あ
る
た
め
、
極
小
の
人
物
や
家

屋
を
描
く
筆
は
や
や
力
な
く
、「
六
遠
図
」
の
よ
う
な
筆
先
ま
で
神
経
が
行
き
届
い
た
、

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
、
ま
る
で
針
で
描
い
た
か
の
よ
う
な
細
く
強
い
線
で
は
な
い
。
ま
た
眺

望
す
る
視
点
は
な
く
、
俯
瞰
す
る
視
点
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
違
い
は
あ
る
。
が
、
両
作

品
と
も
、
巻
子
の
密
画
で
あ
り
、
混
沌
詩
社
の
人
々
に
よ
る
題
跋
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
が

示
す
よ
う
に
、
賞
玩
の
場
が
共
通
し
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
洞
庭

湖
は
、
憧
れ
の
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
彼
ら
が
詩
歌
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
岳
陽
楼
か
ら

臨
ん
だ
洞
庭
湖
は
、
ま
さ
し
く
「
遠
く
て
よ
く
み
え
な
い
、
幽
遠
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。『

芥
子
園
画
伝
』
初
集
の
李
漁
の
序
文
は
絵
画
論
と
し
て
も
読
め
る
。「
今
人
、
真
山
水

と
画
山
水
を
愛
す
る
は
異
な
る
こ
と
無
き
な
り）26
（

」
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
り
、
実
景
と
描

か
れ
た
景
色
は
変
わ
ら
な
い
、
と
説
き
、
実
際
に
山
を
訪
れ
る
こ
と
と
、
画
中
の
山
水
に

遊
ぶ
こ
と
（
臥
遊
す
る
こ
と
）
も
ま
た
同
じ
だ
、
と
い
う
こ
の
論
は
、
大
雅
を
は
じ
め
日

本
人
に
と
っ
て
、
遠
く
中
国
の
名
山
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
中
国
の
絵
を
観
る

挿図15 「六遠図」のうち「幽遠」部分【挿図 1部分】
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挿図16 「池」（朱文印）「幽遠」部分【挿図 1部分】
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こ
と
で
、
中
国
の
真
の
山
水
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
読
め
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら

ば
、
そ
う
し
た
山
水
画
こ
そ
、
描
く
べ
き
山
水
画
だ
、
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

桑
山
玉
洲
『
絵
事
鄙
言）27
（

』
に
も
同
様
の
発
想
の
一
文
が
あ
る
。

本
朝
ノ
習
ニ
テ
山
水
ノ
平
夷
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
我
朝
ノ
景
象
ト
シ
峰
巒
ノ
険
峻
ナ
ル
者

ヲ
以
テ
唐
土
ノ
景
趣
ト
ス
嗣
燦
按
ス
ル
ニ
一
天
地
ノ
間
山
川
ノ
嶮
夷
ニ
於
テ
和
漢
ノ

別
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
（
傍
線
筆
者
）

こ
の
よ
う
に
大
雅
は
『
芥
子
園
画
伝
』
初
集
の
李
漁
の
序
文
の
思
想
を
踏
ま
え
、
六
つ

の
遠
近
の
法
の
う
ち
、
郭
熙
が
説
い
た
三
遠
に
つ
い
て
は
、
同
書
の「
絵
手
本
」の
モ
チ
ー

フ
と
そ
れ
を
補
完
す
る
画
論
を
読
み
込
ん
で
展
開
し
、
韓
拙
が
説
い
た
三
遠
に
つ
い
て

は
、
李
漁
の
説
く
「
真
山
水
」
と
し
て
の
臥
遊
で
き
る
山
水
画
と
し
て
描
い
た
。
そ
し
て

六
通
り
の
遠
近
法
に
よ
る
山
水
の
連
作
と
し
て
「
六
遠
図
」
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）「
六
遠
図
」
の
表
現
と
制
作
時
期

―
「
浅
間
山
真
景
図
」
と
の
類
似
点

「
六
遠
図
」
の
魅
力
は
、
小
画
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
種
実
景
の
実
体
験
を
彷
彿

と
さ
せ
る
よ
う
な
、
広
大
な
絵
画
空
間
が
展
開
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
六
遠
図
」
の
制

作
時
期
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
跋
文
に
は
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

岡
元
鳳
は
跋
文
の
ま
と
め
に
お
い
て
、「
大
雅
が
富
士
山
登
山
後
に
、
蒹
葭
堂
の
た
め

に
描
い
た
六
遠
図
小
巻
は
、
遠
く
の
景
色
も
描
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
描
く
こ
と

は
昔
か
ら
難
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
大
雅
の
画
に
〝
奇
格
〟
が
備
わ
っ
て
い
る
の
は
、
山

霊
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
と
私
は
信
ず
る
。
絵
を
学
ぶ
も
の
は
皆
、
本
図
を

学
ぶ
べ
き
だ
。」
と
明
確
に
述
べ
る
。

ま
た
半
斎
の
跋
文
に
は
、「
大
雅
は
日
本
中
の
名
山
に
遊
び
、
こ
れ
を
描
こ
う
と
し
て
、

白
山
に
は
二
度
、
富
士
山
に
は
三
度
登
っ
た
。
そ
の
他
多
く
の
名
勝
を
遍
歴
し
、
つ
い
に

自
然
の
神
秘
と
創
造
の
技
を
獲
得
し
た
。（
中
略
）
ま
た
大
雅
は
蒹
葭
堂
に
執
心
し
、
そ

の
画
技
を
尽
く
し
て
描
い
た
六
遠
図
は
、
小
画
面
に
広
大
な
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
心
は

富
み
風
雅
で
、
神
妙
の
域
に
入
り
、
形
と
精
神
が
一
体
化
し
て
い
る
。
取
る
に
足
ら
な
い

画
家
た
ち
で
は
こ
の
境
地
に
至
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
。

即
ち
彼
ら
は
、
大
雅
が
傾
倒
す
る
蒹
葭
堂
に
、「
六
遠
」
と
い
う
古
来
よ
り
難
題
と
さ

れ
る
中
国
の
山
水
画
法
を
、
具
体
的
に
描
い
て
見
せ
た
こ
と
、
そ
こ
に
〝
奇
格
〟
や
形
と

精
神
の
一
致
を
見
て
、
常
人
に
は
到
底
な
し
え
な
い
境
地
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
賞
賛
す

る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
神
技
を
身
に
付
け
た
の
は
、
富
士
山
を
は
じ
め
日
本
の
山
々
を

歩
き
尽
く
し
た
か
ら
だ
、
と
い
う
。
し
か
も
元
鳳
は
最
近
の
富
士
諸
山
の
登
山
後
の
作
と

い
い
、
半
斎
は
三
度
の
富
士
登
山
の
後
だ
と
い
う
。
実
際
、
半
斎
の
い
う
大
雅
の
三
度
の

富
士
登
山
は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
山
岳
紀
行
、
翌
十

一
年
六
月
（
富
岡
鉄
斎
説
）
で
あ
る
か
ら
、
宝
暦
十
一
年
の
秋
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。

と
こ
ろ
で
宝
暦
十
年
の
山
岳
紀
行
の
折
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、
実
景
の
実
体
験
、
登

山
の
感
動
を
反
映
さ
せ
て
描
い
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
「
浅
間
山
真
景
図）28
（

」（
挿
図
18
）

に
は
、
確
か
に
「
六
遠
図
」
の
各
図
を
彷
彿
と
さ
せ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。「
浅
間
山
真

景
図
」
の
一
種
、
銅
版
画
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
硬
い
線
質
に
よ
る
渇
筆
、
擦
筆
の
表
現

は
「
六
遠
図
」
全
体
に
共
通
し
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
湧
き
上
が
る
雲
か
ら
岩
山
の
頭
が

飛
び
出
す
様
（
挿
図
19
）
は
「
深
遠
」
と
近
く
、
遠
景
に
ジ
グ
ザ
グ
と
川
を
蛇
行
さ
せ
、

富
士
山
や
筑
波
山
を
描
き
入
れ
る
細
密
描
写
（
挿
図
20
）
は
「
平
遠
」
や
「
幽
遠
」
の
手

法
と
近
似
す
る
。
雲
か
ら
頭
を
出
す
岩
山
の
筋
肉
の
よ
う
な
表
現
も
、「
高
遠
」
の
山
頂

部
の
岩
の
塊
に
通
じ
る
。

何
よ
り
、
落
款
の
書
が
酷
似
し
て
い
る
。「
浅
間
山
真
景
図
」
は
「
奉
似

龍
門
祇
園
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先
生

平
安
池
無
名
」（
挿
図
21
）
と
師
と
し
て
崇
拝
す
る
亡
き
祇
園
南
海
に
対
し
て
、「
六

遠
図
」
は
「
秋
日
奉
似

蒹
葭
木
詞
宗
正

無
名
」（
挿
図
22
）
と
博
識
な
木
村
蒹
葭
堂

に
対
し
て
、
謹
ん
で
描
き
、
落
款
を
入
れ
て
差
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

双
方
と
も
空
間
豊
か
で
弾
力
が
あ
り
、
か
つ
伸
び
や
か
な
、
清
ら
か
な
書
で
あ
る
。

も
し
か
す
る
と
「
六
遠
」
を
描
く
と
い
う
題
目
自
体
が
、
文
人
と
し
て
、
詩
文
の
師
と

し
て
尊
敬
す
る
蒹
葭
堂
か
ら
大
雅
へ
の
課
題
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
六
遠
図
」
は
大
雅
と
し
て
も
渾
身
の
出
来
栄
え
だ
っ
た
の
で
、
題
字
も
自
ら
八
分
体
隷

書
で
恭
し
く
揮
毫
し
、
款
記
に
は
蒹
葭
堂
に
「
正
せ
よ
」
と
の
言
葉
を
添
え
て
奉
げ
た
の

で
は
な
い
か
。

「
浅
間
山
真
景
図
」
と
「
六
遠
図
」
の
筆
墨
表
現

の
類
似
は
、
単
な
る
制
作
年
代
の
近
さ
の
証
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
。
韓
拙
『
山
水
純
全
集
』「
論
画
」

で
説
か
れ
た
画
論
の
神
髄
は
、
胸
中
の
山
水
を
描
く

こ
と
も
、
実
景
を
描
く
こ
と
も
、
李
漁
の
い
う
「
真

山
水
」を
描
く
こ
と
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
蒹
葭
堂
や
大
雅
に
と
っ
て
「
六
遠
」
を
描

く
こ
と
は
、
韓
拙
の
遠
近
法
を
も
っ
て
、
日
本
の
山

の
真
景
を
描
く
こ
と
も
、
憧
れ
の
中
国
の
名
勝
を
描

く
こ
と
も
同
じ
、「
真
山
水
」
を
描
く
こ
と
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

「
六
遠
」
は
蒹
葭
堂
ら
が
見
た
い
中
国
の
文
人
の

山
水
画
だ
か
ら
こ
そ
、
江
戸
時
代
に
は
画
題
に
な
り

え
た
の
だ
。
む
し
ろ
大
雅
だ
か
ら
こ
そ
、
画
題
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
本

挿図18 池大雅筆「浅間山真景図」紙本墨画淡彩、個人蔵

挿図19 池大雅筆「浅間山真景図」（左下、部分）個人蔵
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挿図20 池大雅筆「浅間山真景図」（左上、部分）個人蔵

挿図22 「六遠図」（落款部分）
【挿図 1部分】

挿図21 池大雅筆「浅間山真景図」（落款部分）個人蔵
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図
巻
に
は
「
試
錐
図
」
も
合
装
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箱
書
は
内
箱
、
外
箱
共

に
「
六
遠
図
巻
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
こ
と
も
「
六
遠
」
と
は
大

雅
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
山
水
の
秘
法
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
人
々
の
認
識
の
表
れ
で
は

な
い
か
。
因
み
に
大
雅
に
は
、
各
幅
に
儒
者
の
賛
を
伴
い
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の

年
紀
の
あ
る
紙
本
着
色
、
六
幅
対
の
「
六
遠
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵）

29
（

）
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
は
賛
文
に
よ
る
な
ら
ば
「
五
岳
洞
庭
図
」
で
あ
る
が
、
後
世
、
各
幅
に
六
遠
を

当
て
は
め
て
解
釈
さ
れ
、
現
在
は
「
六
遠
山
水
図
」
の
名
称
で
通
っ
て
い
る
。
ま
た
大
雅

以
降
「
六
遠
図
」
は
大
原
東
野
『
名
数
画
譜
』（
文
化
七
年
）
に
も
登
場
し
、
蒹
葭
堂
の

知
友
・
釧
雲
泉
（
一
七
五
九
～
一
八
一
一
）
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
た）30
（

。
中
国
絵
画
の

画
題
に
な
い
中
国
の
山
水
画
法
「
六
遠
」
は
、
日
本
絵
画
の
画
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
大
雅
が
〝
日
本
の
文
人
画
家
〟
と
さ
れ
る
一
因
と
い
え
よ
う
。

四
「
試
錐
図
」
の
考
察

（
一
）
自
題
「
試
錐
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

「
六
遠
図
」
同
様
に
画
題
と
し
て
見
慣
れ
な
い
「
試
錐
図
」
は
、
四
季
を
描
き
分
け
た

山
水
と
共
に
文
人
高
士
の
振
る
舞
い
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
画
表
現
や
題
語
の
内
容
か

ら
、
中
国
の
文
人
の
「
隠
逸
」
や
「
訪
友
」
に
関
す
る
故
事
に
取
材
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
大
雅
が
こ
の
図
に
「
試
錐
」
と
題
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
現
在
所
蔵
館
で
は
「
試

錐
図
」
と
す
る
が
、
跋
文
の
筆
者
や
先
行
研
究
で
も
記
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
内
容
か
ら
は

「
四
高
士
図
」
と
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
試
錐
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味

な
の
か
、
大
雅
は
な
ぜ
「
試
錐
」
と
題
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
試
錐
」
の
出
典
は
不
明
で
あ
る）31
（

が
、「
試
」
は
「
こ
こ
ろ
み
る
」「
用
い
る
」
と
い
う
意
、

「
錐
」
は
、「
き
り
」「
は
り
」
な
ど
細
く
尖
っ
た
も
の
を
指
す
。

書
道
用
語
に
「
錐
で
ほ
る
」
と
い
う
意
味
の
「
錐す

い

画か
く

」、
あ
る
い
は
「
錐す

い

画か
く

沙さ

」
と
い

う
蔵
鋒
の
妙
を
形
容
す
る
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
書
を
能
く
し
た
王
羲
之
の
運
筆
法
の
例
え

で
「
王
右
軍
錐
画
沙
印
々
泥）32
（

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
王
羲
之
の
書
法
は
「
錐
画
沙
」、

つ
ま
り
は
砂
に
錐き

り

で
書
す
か
の
よ
う
に
、
紙
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
力
強
く
書
く
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
「
印
々
泥
」
と
は
、
泥
に
印
を
捺
す
よ
う
に
し
っ
か
り
と
書
く
と
い
う
意
で

あ
る
。
桑
山
玉
洲
『
玉
洲
画
趣）33
（

』
に
お
い
て
も
、
こ
の
書
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一

用
筆
の
意
は
書
家
に
て
申
候
錐
画
沙
印
々
泥
の
法
に
て
御
座
候
。
錐
を
以
て
沙

に
画
し
、
印
を
以
て
泥
に
印
す
心
持
に
て
御
座
候
。
故
に
顔
真
卿
が
書
論
に
も
、
用

筆
の
意
は
紙
背
に
透
き
通
さ
ん
事
を
求
む
べ
し
と
も
申
置
候
。
其
外
書
家
に
て
論
じ

候
屋
漏
痕
又
は
蔵
鋒
の
意
を
兼
用
ひ
候
な
り
。
都
て
唐
人
の
筆
蹟
に
は
一
点
一
抹
も

浮
薄
な
る
所
無
御
座
候
。
た
と
へ
書
の
狂
草
、
画
の
写
意
と
て
も
、
一
筆
の
利
刀
を

以
て
、
銅
版
に
刻
み
た
る
墨
痕
紙
上
に
出
申
候
。（
後
略
）（
傍
線
筆
者
）

「
試
錐
図
」
の
各
図
に
付
さ
れ
た
題
語
の
書
は
、
ま
さ
に
「
錐
」
で
書
い
た
よ
う
に
、

一
点
一
画
が
鋭
い
。
こ
れ
は
「
六
遠
図
」
の
書
に
も
、
画
の
筆
法
に
も
通
じ
る
が
、
非
常

に
シ
ャ
ー
プ
な
墨
線
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
晩
年
の
「
洞

庭
赤
壁
図
巻
」
の
画
中
の
景
物
だ
け
で
な
く
、
同
年
に
描
い
た
「
十
便
図
」
の
書
と
比
較

す
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。「
試
錐
図
」
の
題
語
の
書
は
、
い
ず
れ
も
謹
直
な
楷
書
体

で
あ
り
、
ま
さ
に
「
錐
画
」
の
法
が
認
め
ら
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。

思
う
に
「
試
錐
」
の
題
は
、
四
人
の
高
士
の
筆
頭
に
、
書
聖
・
王
羲
之
を
描
く
こ
と
と

関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
。
王
羲
之
を
、
そ
し
て
そ
の
第
五
子
で
能
書
で
あ
り
、
竹
を
愛

す
奇
行
の
士
・
王
徽
之
を
暗
示
さ
せ
る
た
め
で
は
な
い
か
。
彼
ら
の
筆
法
に
倣
う
と
い
う

意
味
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
四
図
共
に
「
隠
逸
」
や
「
訪
友
」
の
中
で
も
奇
人
ぶ
り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
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が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、「
試
錐
（
し
す
い
）」
の
題
語
は
「
四
粋
（
し
す
い
）」

即
ち
四
人
の
粋
人
、
四
人
の
文
人
（
隠
逸
の
士
）
を
洒
落
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
文
人
の
逸
話
集
『
世
説
新
語
補
』
の
引
用
と
東
晋
憧
憬

描
か
れ
た
高
士
や
画
に
添
え
ら
れ
た
題
語
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。中

国
の
聖
人
、
賢
人
、
文
人
の
故
事
は
、
江
戸
中
期
の
文
人
画
の
到
来
を
ま
た
ず
と

も
、
室
町
時
代
の
水
墨
画
な
ど
漢
画
系
の
画
題
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
も
の
も
多
い
。

例
え
ば
「
四
高
士
図
」
の
例
と
し
て
「
四
愛
図
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
東
晋
の
陶
淵
明
の
愛

菊
、
北
宋
の
周
敦
頤
（
茂
叔
）
の
愛
蓮
、
林
逋
（
和
靖
）
の
愛
梅
、
黄
庭
堅
（
山
谷
）
の

愛
蘭
の
故
事
で
、
中
世
の
禅
林
社
会
は
勿
論
、
近
世
近
代
に
至
る
ま
で
描
き
継
が
れ
た
画

題
で
あ
る
。

大
雅
は
こ
れ
ら
を
採
用
せ
ず
、
東
晋
の
王
羲
之
、
王
徽
之
父
子
及
び
北
宋
の
林
逋
の
故

事
を
選
ん
で
い
る
。
ま
た
、
四
図
の
う
ち
「
蘭
亭
曲
水
」「
王
子
猷
訪
戴
安
道
」
は
、
画

題
と
し
て
も
、
図
様
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初
め
（
十
七
世
紀
）
に
は
定
着

し
て
い
た
。
林
逋
の
「
孤
山
隠
居
」
の
故
事
自
体
は
、「
蘭
亭
曲
水
」「
王
子
猷
訪
戴
安
道
」

同
様
、
日
本
絵
画
の
画
題
辞
典
と
も
い
う
べ
き
狩
野
一
渓
編
述『
後
素
集
』元
和
九
年（
一

六
二
三
）
や
橘
宗
重
著
・
長
谷
川
等
雲
画
『
絵
本
宝
鑑
』
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
に
既

に
掲
載
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
図
「
王
黄
門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」
は
、
金
井
紫

雲
編
『
東
洋
画
題
総
覧
』
芸
艸
堂
、
昭
和
十
六
～
十
八
年
（
一
九
四
一
～
四
三
）
な
ど
近

代
日
本
の
画
題
辞
典
に
も
立
項
さ
れ
な
い
、
大
変
珍
し
い
画
題
で
あ
る）34
（

。

調
査
の
結
果
、
各
図
の
題
語
の
文
章
は
『
世
説
新
語
補
』
か
ら
抜
き
取
り
、
改
変
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
世
説
新
語
補
』
の
元
で
あ
る
劉
義
慶
撰
『
世
説
新
語
』
は
、
六
朝
時
代
南
宋
（
五
世
紀
）

に
成
立
し
た
逸
話
集
で
あ
る
。「
王
羲
之
」
や
「
竹
林
の
七
賢
」
な
ど
、
後
漢
、
魏
、
晋

に
至
る
知
識
人
の
逸
事
を
集
め
て
お
り
、
逸
話
の
特
徴
や
人
物
の
性
格
に
よ
り
「
徳
行
」

「
言
語
」
な
ど
三
十
六
篇
に
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
世
説
新
語
』「
任
誕
」

に
は
、
第
二
図
「
王
黄
門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」
と
は
別
の
「
好
竹
」
に
関
す
る
故
事
、「
一

日
も
此
君
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
王
徽
之
が
竹
を
「
此
君
」
と
呼
ん
だ
逸
話
が
あ
る
。
こ

れ
は
平
安
時
代
初
期
の
漢
詩
の
題
材
に
も
な
り
、
ま
た
『
枕
草
子
』
に
引
か
れ
て
か
ら
和

歌
で
も
詠
ま
れ
た
。
先
述
の
画
題
辞
典
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
、
竹
図
と
し
て
描
き
継
が
れ

て
い
る
。

た
だ
し
、
江
戸
時
代
に
よ
く
読
ま
れ
た
の
は
、
原
撰
本
で
な
く
、
明
時
代
に
な
っ
て
王

世
貞（
一
五
二
六
～
九
〇
）が
宋
元
の
人
物
の
逸
事
と
併
せ
て
再
編
集
し
た『
世
説
新
語
補
』

（『
李
卓
吾
批
点 

世
説
新
語
補
』）
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
人
々
も
前
者
を
『
古
世
説
』

と
呼
ん
で
分
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
古
文
復
古
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
王
世
貞
ら
の
擬
古

主
義
に
影
響
を
受
け
た
荻
生
徂
徠
の
門
流
は
、『
世
説
新
語
補
』
を
好
ん
で
熱
心
に
研
究

し
た）35
（

。
ま
た
蕪
村
ら
中
興
俳
人
に
は
『
世
説
新
語
補
』
や
『
晋
書
』
な
ど
に
想
を
得
て
、「
晋

人
」
の
逸
話
を
下
敷
き
に
し
た
句
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど）36
（

、
近
世
文
学
の
研
究
成
果

が
知
ら
れ
る
。

「
試
錐
図
」
の
題
画
の
文
章
と
『
世
説
新
語
補
』
を
比
較
す
れ
ば
、
大
雅
は
明
ら
か
に

同
書
の
注
釈
ま
で
も
精
読
し
、
こ
こ
か
ら
取
捨
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
第
一
図
の
文
章
は
『
古
世
説
』
に
は
未
掲
載
、『
世
説
新
語
補
』
巻
十
四
「
棲
逸
」

に
は
「
王
右
軍
既
去
官
、
与
東
土
人
士
、
営
山
水
弋
釣
之
娯
。
又
与
道
士
許
邁
、
共
修
服

食
、
偏
採
名
薬
、
不
遠
千
里
。
遊
東
中
諸
郡
名
山
。
泛
滄
海
、
歎
曰
、
我
卒
当
以
楽
死
。」

と
あ
り
、
王
羲
之
が
隠
居
後
、
道
士
許
邁
と
薬
石
を
採
集
す
る
た
め
遠
く
名
山
に
遊
ん
だ

故
事
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
晋
書
』
巻
八
十
王
羲
之
伝
よ
り
補
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
割
注
で
許
邁
の
事
績
を「
道
学
伝
曰
、
許
邁
、
字
叔
玄
、
清
虚
接
真
、
遐
棲
表
志
、
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所
在
往
而
不
返
、
故
改
名
遠
遊
与
、
王
右
軍
父
子
、
為
世
外
之
交
。」
と
示
す
。
大
雅
は

王
羲
之
の
故
事
と
許
邁
の
事
績
を
併
せ
て
一
文
と
し
、
薬
石
の
採
集
に
触
れ
ず
、
二
人
で

名
山
を
巡
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
隠
逸
伝
と
し
て
い
る
。

第
二
図
は
『
古
世
説
』、『
世
説
新
語
補
』
巻
十
七
「
簡
傲
」
の
双
方
に
同
じ
本
文
が
あ

る
。
即
ち
「
王
子
猷
嘗
行
過
吳
中
、
見
一
士
大
夫
家
、
極
有
好
竹
。
主
已
知
子
猷
当
往
、

乃
灑
掃
施
設
、
在
聴
事
座
相
待
。
王
肩
輿
徑
造
竹
下
、
諷
嘯
良
久
。
主
已
失
望
、
猶
冀
還

当
通
、
遂
直
欲
出
門
。
主
人
大
不
堪
、
便
令
左
右
閉
門
不
聴
出
。
王
更
以
此
賞
主
人
、
乃

留
座
、
尽
歓
而
去
。」
と
い
う
よ
う
に
、
長
文
で
あ
る
も
の
を
、
大
雅
は
意
味
の
通
る
範

囲
で
上
手
く
抜
粋
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
大
雅
の
画
は
、
竹
林
好
き
で
有
名
な
王
黄

門
が
肩
輿
に
乗
っ
て
素
晴
ら
し
い
竹
林
の
有
る
家
に
入
っ
て
来
る
様
子
を
、
門
の
か
げ
か

ら
窺
い
見
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
待
ち
構
え
て
い
る
）
と
い
う
題
語
に
記
さ
れ
て
い
な
い
場

面
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
四
図
と
差
異
化
を
は
か
る
た
め
か
、
本
文
は
「
王
子
猷
」
だ
が

大
雅
は
「
王
黄
門
」
と
す
る
。
な
お
『
世
説
新
語
補
』
の
冒
頭
に
は
王
黄
門
、
王
子
猷
、

王
徽
之
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
が
、『
古
世
説
』
に
こ
れ
は
な
い
。

第
三
図
は
『
世
説
新
語
補
』
巻
十
四
「
棲
逸
」
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
写
す
。
割
注
に
林

逋
の
事
績
が
記
さ
れ
る
が
、
大
雅
は
こ
の
部
分
は
全
く
引
用
し
て
い
な
い
。

第
四
図
で
は
『
古
世
説
』、『
世
説
新
語
補
』
巻
十
七
「
任
誕
」
の
本
文
か
ら
の
引
用
は

な
い
が
、『
世
説
新
語
補
』
の
割
注
内
に
左
思
『
招
隠
詩
』
が
「
左
詩
曰
杖
策
招
隠
士
。

荒
塗
橫
古
今
。
巌
穴
無
結
構
。
丘
中
有
鳴
琴
。
白
雪
停
陰
岡
。
丹
葩
曜
陽
林
。」
と
あ
り
、

大
雅
は
こ
れ
を
そ
っ
く
り
写
し
「
是
左
詩
半
詠
。
忽
命
於
舟
師
子
猷
哉
」
と
続
け
て
い
る
。

お
ま
け
に
、
左
思
で
な
く
「
左
詩
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
四
図
の
う
ち
、
王
羲
之
と
林
逋
の
逸
事
は
同
じ
「
棲
逸
」
よ
り
引
用
が
あ
り
、

王
徽
之
の
二
つ
の
逸
事
は
、「
任
誕
」「
簡
傲
」
に
分
か
れ
て
い
る
。「
棲
逸
」
は
世
俗
を

離
れ
て
自
然
の
中
に
楽
し
み
い
こ
い
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る
こ
と
、
で
あ
り
、
こ
う

し
た
隠
者
の
生
活
は
魏
晋
の
人
々
に
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
「
任
誕
」
は
、
思
い
の

ま
ま
に
任
せ
、
放
誕
す
る
こ
と
で
、
自
由
気
ま
ま
な
自
身
の
生
き
方
を
つ
ら
ぬ
い
た
人
々

の
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。「
簡
傲
」
と
は
人
や
モ
ノ
を
お
ろ
そ
か
に
扱
い
、
傲
慢
な
態

度
を
と
る
こ
と
を
言
い
、
世
俗
的
な
権
威
や
規
範
を
無
視
し
思
い
の
ま
ま
振
る
舞
う
傍
若

無
人
の
人
々
の
話
を
収
め
て
い
る
。
即
ち「
任
誕
」よ
り
さ
ら
に
自
由
な
振
る
舞
い
が「
簡

傲
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
王
徽
之
は
両
テ
ー
マ
で
度
々
登
場
し
、
て
ん
か
ら
実
務
に
適

性
が
な
く
、
し
か
も
そ
の
こ
と
に
大
い
な
る
誇
り
を
持
っ
て
お
り
、
勝
手
気
ま
ま
、
衝
動

の
ま
ま
に
振
る
舞
う
の
が
常
だ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
東
晋
貴
族
社
会
に
は

こ
う
し
た
王
徽
之
の
非
功
利
主
義
や
世
俗
の
規
範
に
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
よ
し
と
す
る
価
値
観
が
あ
っ
た）37
（

」
と
い
う
。
王
徽
之
の
こ
の
逸
事
は
、『
近
世
畸

人
伝
』
に
登
場
す
る
人
物
や
、
同
時
代
の
仲
間
た
ち
か
ら
も
「
奇
」
や
「
狂
」、「
解
衣
盤

礴
」と
評
さ
れ
る
飄
逸
な
大
雅
そ
の
人
を
語
る
数
々
の
逸
話
に
も
通
じ
る
よ
う
に
思
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
奇
な
画
題
を
、
中
国
の
魏
晋
の
人
の
逸
話
集
『
世
説
新
語
補
』
か

ら
採
用
し
、
中
で
も
「
任
誕
」「
簡
傲
」「
棲
逸
」
の
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
江
戸

時
代
中
期
の
文
人
観
、
あ
る
い
は
中
国
の
隠
逸
の
士
に
憧
れ
る
風
潮
、
王
羲
之
ら
東
晋
の

人
へ
の
憧
憬
な
ど
の
反
映
と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、『
世
説
新
語
補
』
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
と

二
度
、
和
刻
本
が
上
梓
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
河
野
恕
斎
の
父
に
あ
た
る
岡
白
駒
が
『
世

説
新
語
補
觽
』
二
巻
二
冊
を
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
刊
行
す
る
と
、
以
後
、
次
々
と

注
釈
書
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
丁
度
、『
芥
子
園
画
伝
』初
集
が
元
禄
年
間
に
は
舶
載
さ
れ
、

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
和
刻
本
が
出
さ
れ
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
李
漁
の

序
と
画
論
部
分
だ
け
訓
点
を
付
し
『
芥
子
園
画
伝
考
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
現
象
と
よ
く

似
て
い
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、「
試
錐
図
」
が
描
か
れ
た
宝
暦
十
二
年
、『
世
説
新
語
』
の
注
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釈
書
が
三
種
類
も
出
た
。
翌
年
に
は
、
僧
大
典
（
一
七
一
九
～
一
八
〇
一
）
も
注
釈
書
『
世

説
鈔
撮
』
を
刊
行
し
、
こ
の
跋
文
を
宝
暦
十
二
年
に
木
村
蒹
葭
堂
が
書
い
て
い
る
の
で
あ

る
）
38
（

。
周
知
の
よ
う
に
梅
荘
顕
常（
大
典
）は
相
国
寺
の
僧
で
蒹
葭
堂
と
協
力
し
て『
煎
茶
訣
』

を
刊
行
し
た
他
、『
売
茶
翁
偈
語
』
巻
頭
に
「
売
茶
翁
伝
」
を
寄
せ
た
。
詩
文
を
能
く
し
『
昨

非
集
』
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
は
所
謂
「
蒹
葭
堂
版
」
と
し
て
上
梓
し
た
詩
文
集
で

あ
る
。
一
七
六
四
年
の
宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
来
坂
の
折
に
、
蒹
葭
堂
が「
蒹
葭
雅
集
図
」

を
描
き
贈
る
が
、
こ
の
題
字
を
揮
毫
し
て
い
る）39
（

。
何
よ
り
『
小
雲
棲
稿
』
巻
七
に
は
「
蒹

葭
堂
蔵
書
序
」
が
収
め
ら
れ
、「
富
豪
が
そ
の
富
の
使
途
を
遊
興
や
文
繡
、
服
玩
に
向
け

た
り
、
学
者
が
必
要
な
本
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
異
な
り
、
蒹
葭
堂
は
豊
か
な
富
を
収

書
に
費
や
し
、
書
庫
は
「
充
棟
汗
牛
」
の
盛
を
な
し
て
い
る
」
と
讚
え
て
い
る）40
（

。
大
典
は

僧
六
如
や
、
画
家
で
は
若
冲
、
大
雅
、
詩
人
で
は
混
沌
詩
社
の
メ
ン
バ
ー
と
も
非
常
に
親

し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
蒹
葭
堂
の
蔵
書
目
録
と
さ
れ
る
『
昌
平
書
目
』
に
「
世
説
新

語 

三
本
」「
世
説
新
語 

八
本
」
と
あ
る
他
、『
蒹
葭
堂
書
目
』（
上
）
に
、「
世
説 

三
冊
」、

同
（
下
）
に
『
蒙
求
』
な
ど
と
共
に
「
世
説
新
語 

五
冊
」
と
あ
る
の
で
、
大
雅
は
こ
れ
ら

を
深
く
読
み
、
文
人
意
識
に
つ
い
て
、
ま
た
四
種
の
逸
事
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
が

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
三
）「
倣
李
公
麟
之
筆
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

① 

第
一
図
「
王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」
に
つ
い
て

「
試
錐
図
」
の
題
語
の
文
章
の
絵
画
化
に
は
不
可
思
議
な
こ
と
が
多
い
。
そ
も
そ
も
第

一
図
「
王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」
は
、
一
見
、
水
亭
で
高
士
が
清
談
す
る
図
に

見
え
、「
蘭
亭
曲
水
」
の
モ
チ
ー
フ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
が
付
か
な
い

だ
ろ
う
。
題
語
も
王
羲
之
と
許
邁
の
隠
逸
に
つ
い
て
述
べ
、
蘭
亭
の
こ
と
に
は
一
切
触
れ

て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
凝
視
す
れ
ば
、
右
上
、
左
端
の
樹
木
の
間
に
は
「
曲
水
の
宴
」
を

楽
し
む
高
士
の
集
団
が
小
画
面
に
描
き
込
ま
れ
（
挿
図
23
）、
川
面
に
は
觴
が
浮
か
ん
で

お
り
（
挿
図
24
）、
確
か
に
「
蘭
亭
曲
水
図
」
で
あ
る
。
ま
た
右
端
に
隠
し
落
款
の
よ
う

に
「
共
四
幀
倣
李
公
麟
之
筆
」
と
墨
書
が
あ
り
（
挿
図
25
）、
本
図
を
含
め
続
く
四
図
と
も
、

李
公
麟
の
筆
意
に
倣
っ
て
描
い
た
倣
古
図
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

李
公
麟
（
一
〇
四
九
？
～
一
一
〇
六
）
は
中
国
北
宋
後
期
の
人
で
、
字
は
伯
時
、
号
は

龍
眠
。
進
士
か
ら
官
吏
と
な
っ
た
が
、
病
の
た
め
退
官
し
て
龍
眠
山
に
隠
棲
し
、
画
事
に

挿図23 第一図「王右軍（王羲之）蘭亭曲水図」部分【挿図 1部分】
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専
念
し
た
。
鞍
馬
、
仏
像
、
山
水
、
人
物
に
優
れ
、
馬
を
描
く
の
を
最
も
得
意
と
し
た
。

ま
た
白
描
画
を
復
興
し
「
五
馬
図
巻
」
が
有
名
で
あ
る
。
画
史
画
論
類
を
見
る
と
、「
写

王
維
像
」
な
ど
の
他
、「
観
音
像
」「
禅
会
図
」「
九
歌
図
」
の
よ
う
な
仏
画
、「
天
馬
図
」「
山

荘
図
」
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。
特
に
同
時
代
の
著
録
で
あ
る
『
宣
和
画
譜
』
で
、
李
公
麟

は
人
物
画
に
お
い
て
歴
代
の
名
手
と
共
に
名
を
連
ね
る
。
同
書
に
記
載
さ
れ
た
小
伝
で
は

「
帰
去
来
兮
図
」「
陽
関
図
（
王
維
「
送
元
二
使
安
西
」）」
は
杜
甫
の
詩
に
匹
敵
す
る
優
れ

た
出
来
栄
え
と
さ
れ
る
。
ま
た
龍
眠
山
荘
を
王
維
の
「
輞
川
図
」
の
よ
う
だ
、
と
す
る
な

ど
、
当
代
の
一
流
の
文
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
記
述
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い）41
（

。

と
こ
ろ
で
最
も
知
ら
れ
る
「
蘭
亭
図
」
は
、
所
謂
万
暦
本
ま
た
は
乾
隆
本
「
蘭
亭
図
巻
」

と
言
わ
れ
る
拓
本
だ
ろ
う
（
挿
図
26
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
李
公
麟
の
「
蘭
亭
修
禊
図
」

を
刻
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
。
実
際
「
山
荘
図
巻
」（
挿
図
27
）
同
様
、
李
公
麟
筆
「
蘭
亭

修
禊
図
」
は
、
伝
承
作
や
倣
古
作
も
含
め
、
白
描
だ
け
で
な
く
淡
彩
の
作
例
も
知
ら
れ
る）42
（

（
挿
図
28
）。

拓
本
の
図
は
水
亭
か
ら
始
ま
り
、
亭
内
に
は
高
士
が
筆
を
持
っ
て
座
し
、
眼
下
の
三
羽

の
鶩
を
眺
め
る
。
緩
や
か
に
弧
を
描
く
川
に
は
、
觴
を
の
せ
た
蓮
の
葉
が
流
れ
、
両
岸
に

は
詩
作
す
る
高
士
が
座
る
。
大
雅
の
「
蘭
亭
曲
水
図
」
も
、
右
奥
か
ら
川
が
蛇
行
し
な
が

ら
流
れ
て
お
り
、
水
亭
内
の
中
央
の
高
士
は
筆
を
持
ち
、
童
子
が
簾
を
上
げ
た
窓
の
下
に

は
、
二
羽
の
鶩
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
李
公
麟
の
拓
本
や
淡
彩
の
「
蘭
亭

図
」
を
参
照
し
、
本
図
を
「
倣
李
公
麟
之
筆
」
と
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
拓
本
で
は
、
巻
頭
の
水
亭
は
立
派
な
清
々
と
し
た
楼
閣
で
、
詩
作
を
す
る
高
士

が
川
岸
に
一
人
一
人
並
ぶ
よ
う
に
配
さ
れ
る
が
、
大
雅
の
画
で
は
、
水
亭
は
木
々
に
囲
ま

れ
、
川
は
右
上
か
ら
ジ
グ
ザ
グ
と
蛇
行
す
る
よ
う
に
描
か
れ
、
岸
辺
に
い
く
つ
か
の
高
士

の
集
団
が
配
さ
れ
る
。
米
粒
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
が
、
彼
ら
が
対
座
し
た
り
、
歩
き
ま
わ
っ

た
り
、
寝
転
ん
だ
り
、
自
由
に
集
い
、
楽
し
む
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
祇
園
南
海
が

『
湘
雲
瓉
語
』
で
「
世
有
蘭
亭
序
図
。
其
製
甚
俗
。
且
板
刻
無
趣
」
と
拓
本
「
蘭
亭
図
」

を
批
判
し
、
南
海
が
良
し
と
す
る
図
様
を
語
る
ま
さ
に
そ
の
一
節）43
（

を
想
起
さ
せ
る
。
あ
る

い
は
大
雅
の
「
蘭
亭
曲
水
」
は
、
本
作
も
含
め
南
海
の
こ
の
言
に
対
す
る
回
答
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

挿図25 第一図「王右軍（王羲
之）蘭亭曲水図」墨書
【挿図 1部分】

挿図24 第一図「王右軍（王羲之）蘭亭曲水図」部分【挿図 1部分】
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挿図26 「蘭亭流觴図並蘭亭諸帖墨拓巻」（部分）東京国立博物館蔵

挿図27 伝李公麟筆「山荘図巻」（部分）紙本墨画、国立故宮博物院蔵（台湾）

挿図28 李宗謨筆「蘭亭修禊図巻」（部分）絹本着色、国立故宮博物院蔵（台湾）
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② �

第
三
図
「
林
処
士
（
林
逋
）
隠
逸
図
」

四
図
の
う
ち
、
三
図
は
東
晋
の
文
人
王
羲
之
父
子
を
描
く
の
に
対
し
、
第
三
図
の
み
北

宋
の
林
逋
を
描
く
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
林
逋
の「
孤
山
隠
居
」の
様
を
詠
む
題
語
は『
古

世
説
』
に
は
な
く
、『
世
説
新
語
補
』
で
補
わ
れ
た
故
事
で
あ
り
、
最
後
の
一
文
「
雖
異

趣
而
亦
陶
之
亜
」
を
除
き
完
全
な
引
用
で
あ
る
。
し
か
し
画
は
、
林
逋
を
象
徴
す
る
鶴
も

梅
も
、
客
が
来
れ
ば
童
子
が
鶴
を
放
つ
と
船
に
棹
さ
し
て
戻
る
林
逋
の
姿
も
描
か
れ
ず
、

高
士
が
書
斎
で
一
人
座
し
て
外
を
眺
め
る
の
み
。
机
上
に
は
無
弦
琴
と
一
輪
の
花
、
酒
杯

が
置
か
れ
て
い
る
（
挿
図
29
）。
こ
の
無
弦
琴
や
、
風
に
揺
れ
る
樹
木
は
柳
の
よ
う
で
も

あ
り
、
五
柳
先
生
こ
と
東
晋
の
陶
淵
明
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
だ
ろ
う
。
思
う
に
題
語
の

末
尾
に
大
雅
が
追
記
し
た
「
陶
」
は
陶
淵
明
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
林
逋
は
趣
は

異
な
る
が
陶
淵
明
を
継
ぐ
存
在
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
。

李
公
麟
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
は
「
帰
去
来
兮
図
」
や
、
陶
淵
明
が
野
に
下
り
田
園
生
活

を
送
る
一
種
の
山
荘
図
の
よ
う
な
「
陶
淵
明
図
巻
」
も
知
ら
れ
る
。
第
三
図
は
北
宋
の
林

逋
に
東
晋
の
陶
淵
明
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
四
図
を
通
じ
て
東
晋
の
文
人
へ
の
憧
憬

が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

③ 

倣
古
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

「
試
錐
図
」
は
、
四
季
の
変
化
を
つ
け
て
は
い
る
が
、
四
図
と
も
主
要
人
物
（
東
晋
の

文
人
）
を
中
心
に
据
え
た
物
語
性
の
あ
る
画
面
構
成
を
持
ち
、「
隠
逸
」
と
「
訪
友
」
と

い
う
文
人
の
営
み
が
共
通
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
人
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
手
法

や
淡
彩
の
色
調
は
、「
十
便
図
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
そ
の
墨
線
は
、
岩
の
皴
な
ど
に

銅
版
画
を
思
わ
せ
る
硬
い
筆
致
が
見
ら
れ
、
総
じ
て
謹
直
な
墨
線
を
基
本
に
淡
彩
を
施
す

手
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
大
雅
は
四
種
の
高
士
図
を
描
く
に
あ
た
り
、
李
公
麟

が
得
意
と
し
た
「
蘭
亭
図
」、「
陶
淵
明
図
」、
そ
し
て
「
李
龍
眠
山
荘
図
」
と
い
っ
た
画

挿図29 第三図「林処士（林逋）隠逸図」（部分）【挿図 1部分】
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題
を
「
白
描
」
と
い
う
技
法
で
表
現
す
る
と
い
う
、
画
史
画
論
で
説
か
れ
た
李
公
麟
の
画

題
や
画
法
を
意
識
し
て
、
白
描
風
の
硬
い
墨
線
に
淡
彩
を
施
し
た
画
法
を
選
択
し
た
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
大
雅
が
理
解
し
て
い
た
中
国
の
文
人
士
大
夫
の
有
り
様
、
文
人
画
法

に
関
す
る
最
新
の
知
識
や
表
現
が
四
つ
の
画
面
で
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
雅
の
表
現
手
法
は
、
佐
藤
康
宏
氏
が
指
摘
す
る
「
詩
文
で
い
う
古
文
辞
派

に
相
当
す
る
擬
古
の
傾
向）44
（

」
と
い
え
よ
う
。
氏
が
「
擬
古
的
な
技
法
」「
文
人
画
の
作
域

と
し
て
の
白
描
と
青
緑
山
水
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
重
要
文
化
財
「
漁
楽
図
」（
京
都

国
立
博
物
館
蔵
）
所
謂
「
倣
王
摩
詰
漁
楽
図
」
を
論
じ
ら
れ
た
こ
と
と
同
様
の
構
造
が
見

ら
れ
る
。
即
ち
、
北
宋
の
李
公
麟
に
擬
す
こ
と
を
、
大
雅
は「
倣
李
公
麟
」と
倣
古
を
ポ
ー

ズ
と
し
て
記
す
だ
け
で
な
く
、
画
題
と
そ
れ
に
適
し
た
描
写
方
法
を
、
李
公
麟
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
た
表
現
で
描
い
て
い
る
。
何
よ
り
最
新
の
情
報『
世
説
新
語
補
』

に
材
を
採
り
、
東
晋
の
王
羲
之
や
飄
逸
な
王
徽
之
、
そ
し
て
林
逋
を
通
じ
て
陶
淵
明
に
擬

し
て
見
せ
る
こ
と
は
、
新
奇
性
の
み
な
ら
ず
擬
古
を
旨
と
し
た
当
時
の
中
国
文
人
狂
の
漢

詩
人
や
儒
者
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
を
読
み
解
く
知
的
な
楽
し
み
と
な
っ
た

だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
大
雅
の
画
を
見
る
こ
と
は
、
勿
論
題
語
で
語
ら
れ
た
憧
れ
の
東
晋
の
文
人

た
ち
の
逸
事
を
目
の
当
た
り
に
し
た
興
奮
や
驚
き
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
画
史
画
論
や
絵

手
本
で
得
た
知
識
を
も
と
に
、
大
雅
の
工
夫
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
、
言
い
換
え
れ
ば
大
雅

の
中
国
の
文
人
画
、
文
人
文
化
の
理
解
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
、
特

に
蒹
葭
堂
ら
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

―
合
装
の
意
味
と
賞
玩
の
証

「
六
遠
図
」「
試
錐
図
」
そ
れ
ぞ
れ
を
考
察
し
て
み
る
と
、
特
に
「
六
遠
図
」
の
跋
文
に

具
体
的
に
記
さ
れ
た
大
雅
の
山
水
画
の
作
画
方
法
、「
試
錐
図
」に
見
る
倣
古
の
手
法
か
ら
、

大
雅
の
文
人
や
文
人
画
に
対
す
る
理
解
と
、
蒹
葭
堂
ら
の
大
雅
へ
の
期
待
、
大
雅
の
絵
を

見
る
楽
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
二
つ
の
図
巻
は
熟
考
の
上
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

両
者
は
い
つ
合
装
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
［
表
1
］。
現
状
が
必
ず
し
も
合
装
当
初
を
示
す

と
は
限
ら
な
い
が
、
巻
末
に
付
さ
れ
た
宮
崎
筠
圃
の
七
言
詩
が
、
宝
暦
十
二
年
春
に
成
っ

た
「
試
錐
図
」
と
同
年
の
夏
で
あ
る
こ
と
、
詩
が
記
さ
れ
た
紙
が
、
直
前
の
「
試
錐
図
」

の
雨
森
壽
の
跋
の
紙
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
詩
の
内
容
は
、「
六
遠
図
」
の
画
面
を

彷
彿
と
さ
せ
、「
六
遠
図
」
の
大
雅
の
款
記
「
正
せ
よ
」
に
呼
応
さ
せ
る
よ
う
に
、「
咲わ

ら

ひ

て
正
せ
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
六
遠
図
」
は
お
そ
ら
く
宝
暦
十
一
年
秋
に
成
り
、「
試

錐
図
」
は
宝
暦
十
二
年
春
に
、
そ
し
て
「
六
遠
図
」
の
跋
と
し
て
宮
崎
筠
圃
は
宝
暦
十
二

年
夏
に
七
言
詩
を
書
い
た
、
こ
の
順
に
繫
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
や
や
時
を

経
て
添
え
ら
れ
た
、
巻
頭
の
沢
田
東
江
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
跋
文
は
、
王
羲
之

の
書
簡
集
で
あ
る
「
十
七
帖
」
の
中
で
も
、
名
勝
山
水
に
遊
び
た
い
と
い
う
内
容
の
「
清

晏
帖
」
の
後
半
の
一
節
が
揮
毫
さ
れ
、
款
記
に
は
「
九
月
九
日
に
録
す
」
と
重
陽
に
揮
毫

し
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
試
錐
図
」
第
一
図
が
王
羲
之
に
取
材
す
る
こ
と
、
加
え
て
「
蘭

亭
曲
水
」
は
三
月
三
日
上
巳
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
の
こ
と
に
違
い
な
い
。

そ
の
二
年
後
の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
蒹
葭
堂
は
本
図
巻
の
う
ち
「
六
遠
図
」
の

み
を
土
佐
の
橘
子
樹
の
依
頼
で
林
閬
苑
（
活
動
期
一
七
七
〇
～
八
〇
頃
）
に
模
写
さ
せ
た）45
（

。

そ
の
跋
文
に
は
蒹
葭
堂
が
自
ら
「
六
遠
四
時
之
小
景
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
点

で
も
二
つ
は
合
装
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
模
写
本
は
「
六

遠
図
」
の
み
で
完
結
し
て
い
る
。「
試
錐
図
」
を
写
さ
な
か
っ
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
林
閬
苑
は
克
明
に
大
雅
の
六
図
を
写
し
、
蒹
葭
堂
の
跋
文
の
書
も
大
雅
の
「
六

遠
図
」
の
篆
書
体
と
瓜
二
つ
で
、
い
ず
れ
も
大
雅
の
筆
と
見
紛
う
ほ
ど
の
非
常
に
優
れ
た

模
本
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
本
画
巻
は
、
所
持
し
て
い
た
蒹
葭
堂
か
、
あ
る
い
は
親
し
い
人
で
な
い

と
不
可
能
な
題
跋
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
現
状
の
配
列
は
周
到
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

お
そ
ら
く
蒹
葭
堂
と
、
大
雅
の
画
を
分
か
ち
合
え
る
人
の
み
が
閲
覧
や
跋
を
添
え
る
こ
と

を
許
さ
れ
た
か
、
そ
う
し
た
仲
間
に
蒹
葭
堂
が
跋
文
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
唯
一
江
戸
の
人
で
あ
る
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
～
九
六
）
も
、
天
明
二
年
十
月
、
僧

六
如
が
公
遵
法
親
王
に
従
っ
て
帰
京
す
る
に
あ
た
り
、
陪
従
を
許
さ
れ
、
十
月
三
十
日
大

坂
の
蒹
葭
堂
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
『
蒹
葭
堂
日
記
』
か
ら
も
分
か
る
。
東
江
は
韓
天

寿
と
も
交
友
し
共
に
王
羲
之
、
王
献
之
を
聖
典
視
し
て
い
た
。
こ
れ
以
前
に
も
訪
問
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う）46
（

。
ま
た
六
如
と
蒹
葭
堂
、
大
雅
も
含
め
、
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
た）47
（

。

と
こ
ろ
で
大
雅
は
二
十
八
歳
の
時
、「
楽
志
論
図
巻
」（
個
人
蔵
）
を
描
い
て
い
る
。
後

漢
の
仲
長
統
（
一
八
一
～
二
二
〇
）
が
文
人
の
理
想
の
生
活
を
説
い
た
「
楽
志
論
」
の
詩

意
を
大
雅
が
描
き
、
日
本
の
文
人
の
先
駆
者
柳
沢
淇
園
が
「
楽
志
論
」
と
篆
書
で
題
し
、

そ
の
本
文
を
祇
園
南
海
が
跋
文
と
し
て
揮
毫
し
た
作
品
で
、
日
本
の
文
人
画
史
に
と
っ
て

記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
る
。
画
題
と
し
て
も
新
し
く
、
表
現
も
詩
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、

南
宗
画
法
の
柔
ら
か
な
筆
墨
に
一
部
代
赭
を
施
し
、
書
斎
の
高
士
と
、
彼
を
訪
ね
る
高

士
、
つ
ま
り
隠
逸
と
訪
友
を
描
い
た
、
文
人
の
別
業
図
と
も
い
え
よ
う
。
大
雅
は
若
い
頃

か
ら
こ
う
し
た
文
人
的
な
所
作
を
伴
う
文
人
の
画
を
描
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
類
ま
れ
な
環

境
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
約
十
年
後
、
斬
新
な
画
題
の
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
で
は
、
蒹

葭
堂
を
中
心
と
し
た
大
雅
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
文
人
た
ち
に
よ
る
題
跋
に
恵
ま
れ
、
そ
の
内

容
も
中
国
の
古
典
の
引
用
と
し
て
の
題
語
や
題
詩
で
は
な
く
、
彼
ら
は
大
雅
の
画
を
見

て
、
大
雅
の
人
柄
や
作
画
の
方
法
、
優
れ
た
画
を
讚
え
た
詩
文
を
新
た
に
生
み
出
し
、
跋

文
と
し
て
揮
毫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鑑
賞
の
場
に
も
文
人
の
営
み
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
作
品
の
全
容
か
ら
分
か
る
本
作
は
、
大
雅
の
画
業
に
と
っ
て
も
、
文
人
山
水
の
理
解

と
い
う
点
に
お
い
て
、「
楽
志
論
図
巻
」
か
ら
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。
何
よ
り
中
国
に

は
存
在
し
な
い
画
題
を
大
雅
が
題
語
と
し
て
記
し
て
い
て
も
、
当
時
の
人
に
と
っ
て
は
中

国
の
正
統
な
文
人
画
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。
大
別
す
る
と
、
大
雅

の
山
水
画
に
は
、「
六
遠
図
」
の
よ
う
な
真
山
水
だ
が
実
景
の
実
体
験
に
そ
く
し
た
山
水

画
と
、「
試
錐
図
」
の
よ
う
な
山
中
の
文
人
の
営
み
に
取
材
し
た
故
事
山
水
が
あ
る
。

「
六
遠
図
」
は
中
国
の
山
水
画
論
に
取
材
し
た
墨
画
山
水
で
、
所
謂
臥
遊
を
促
す
、
匿

名
の
山
水
図
で
あ
る
。
実
質
は
最
新
の
中
国
の
文
人
の
山
水
画
の
教
科
書『
芥
子
園
画
伝
』

の
図
様
と
画
論
に
依
拠
し
、
李
漁
の
序
で
説
か
れ
た
「
真
山
水
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
成

立
し
て
い
る
が
、
画
面
上
で
表
明
す
る
の
は
「
韓
純
全
識
」
と
、
あ
く
ま
で
北
宋
の
韓
拙

の
論
を
規
範
と
す
る
。
い
わ
ば
「
倣
韓
拙
六
遠
法
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
大
雅

が
版
本
な
ど
か
ら
獲
得
し
た
図
様
の
情
報
や
画
論
の
知
識
な
ど
を
も
と
に
、
理
解
を
深

め
、
実
践
し
画
囊
を
肥
や
す
中
で
、
中
国
の
文
人
の
山
水
画
の
遠
近
の
法
を
、
北
宋
の
韓

拙
の
画
論
に
法
り
、
あ
る
い
は
倣
い
、
六
種
類
の
山
水
画
と
し
て
蒹
葭
堂
に
提
示
し
た
の

が
「
六
遠
図
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
造
形
的
特
徴
は
題
跋
の
豊
富
さ
や
メ
ン
バ
ー
も
含
め
、

墨
画
と
青
緑
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
蒹
葭
堂
秘
蔵
の
地
誌
『
海
内
奇
観
』
の
一
図
と
説
明
文

か
ら
展
開
し
た
、
明
和
八
年
の
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
に
通
じ
る
、
臥
遊
を
誘
う
巧
み
な
視

覚
を
持
つ
の
だ
。

「
試
錐
図
」
は
、
中
国
の
文
人
の
逸
話
に
取
材
し
た
淡
彩
故
事
人
物
山
水
で
あ
る
。『
世

説
新
語
補
』
と
い
う
最
新
情
報
に
取
材
し
、
か
つ
文
人
の
逸
話
の
舞
台
と
な
る
よ
う
な
隠

遁
生
活
の
場
面
な
ど
が
描
か
れ
た
拓
本
や
中
国
画
な
ど
あ
ら
ん
限
り
の
様
々
な
情
報
を
集

め
、
大
雅
が
理
解
し
た
北
宋
の
李
公
麟
の
画
法
に
倣
う
こ
と
を
名
目
と
し
て
成
立
し
た
、

文
人
の
故
事
人
物
の
山
水
画
で
あ
る
。
そ
の
造
形
的
特
徴
と
し
て
文
人
的
行
為
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
点
は
、
や
は
り
明
和
八
年
に
成
っ
た
蕪
村
と
の
競
作
で
、
李
漁
の
「
伊

園
十
便
十
二
宜
詩
」
の
詩
意
を
描
い
た
国
宝
「
十
便
十
宜
画
冊
」
の
「
十
便
図
」
を
予
感
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さ
せ
る
。
例
え
ば
第
一
図
は
水
上
に
建
つ
建
物
か
ら
身
を
乗
り
出
す
よ
う
な
構
図
と
語
ら

う
文
人
と
い
う
点
で
は
「
釣
便
」
と
、
第
二
図
は
門
扉
に
関
す
る
点
で
「
防
夜
便
」
と
、

第
三
図
は
文
人
の
書
斎
の
机
上
の
モ
チ
ー
フ
を
描
き
窓
が
開
放
さ
れ
る
点
で
「
吟
便
」
と

造
形
表
現
に
お
い
て
も
近
似
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

つ
ま
り
大
雅
三
十
九
歳
頃
の
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
は
、
十
年
後
の
大
雅
晩
年
と
な

る
四
十
九
歳
の
名
勝
山
水
図
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
と
、
別
業
で
の
文
人
の
営
み
を
描
い
た

人
物
山
水
図
「
十
便
図
」
と
い
う
二
つ
の
傑
作
が
誕
生
す
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
本
図
巻
を
通
じ
て
、
大
雅
は
お
そ
ら
く
蒹
葭
堂
ら

漢
詩
人
や
儒
者
た
ち
と
交
わ
る
中
で
中
国
の
文
人
文
化
の
最
新
情
報
源
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

出
版
物
を
も
と
に
、
蒹
葭
堂
ら
と
共
に
夢
見
た
文
人
の
山
水
世
界
を
描
き
出
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
六
遠
図
」
の
款
記
は
蒹
葭
堂
か
ら
の
命
題
に
果
敢

に
答
え
よ
う
と
す
る
大
雅
の
有
り
様
や
、
蒹
葭
堂
と
大
雅
の
や
り
と
り
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
二
つ
の
図
巻
を
合
わ
せ
れ
ば
、
文
人
山
水
画
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
集
結
し
、
両
者
共
に
佐
藤
康
宏
氏
が
指
摘
す
る
「
詩
文
で
い
う
古
文
辞
派
に
相
当
す
る

擬
古
の
傾
向
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
版
本
の
文
化
が
も
た
ら
し
た
テ
キ
ス

ト
と
イ
メ
ー
ジ
の
解
読
と
展
開
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
版
本
文
化
の
申

し
子
と
も
い
う
べ
き
大
雅
の
姿
、
大
雅
の
文
人
文
化
へ
の
理
解
、
文
人
意
識
が
表
れ
て
い

る
の
だ
。

「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
は
、
手
の
中
に
入
る
大
き
さ
で
、「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
の
よ
う

に
、
大
ぶ
り
な
幅
の
中
国
風
の
巻
子
で
は
な
い
た
め
か
、
混
沌
詩
社
の
社
友
の
詩
会
で
た

び
た
び
披
露
さ
れ
、
何
本
も
模
写
が
な
さ
れ
、
跋
が
付
さ
れ
る
と
い
っ
た
展
観
の
形
跡

は
、
管
見
の
限
り
殆
ど
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
反
対
に
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
に
も
「
十
便

十
宣
画
冊
」
に
も
、「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
で
見
た
よ
う
な
大
雅
と
蒹
葭
堂
と
の
応
答

と
思
え
る
よ
う
な
痕
跡
は
、
大
雅
と
所
蔵
者
で
あ
る
西
村
孟
清
や
下
郷
学
海
と
の
間
に
は

現
在
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
は
、
共
に
中
国
の
文
人
士
大
夫

の
文
化
に
憧
れ
た
蒹
葭
堂
と
大
雅
、
二
人
の
君
子
の
交
わ
り
と
、
熱
心
な
探
求
心
か
ら
生

ま
れ
た
、
印
文
通
り
「
蒹
葭
堂
秘
不
許
出
聞
外
」
の
作
な
の
で
あ
る
。

池
大
雅
の
山
水
画
の
魅
力
は
、
跋
文
を
寄
せ
た
、
岡
元
鳳
や
細
合
半
斎
や
河
野
恕
斎
が

一
様
に
記
し
た
よ
う
に
、
大
雅
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
中
国
の
文
人
の
山
水
で
あ
る
こ
と

だ
。
大
雅
の
中
国
の
文
人
画
へ
の
理
解
は
深
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
大
雅
の
画
を
読
み
解
き
、

題
跋
を
寄
せ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
含
め
、
当
時
の
儒
者
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
魅
力
的

な
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
文
人
画
と
は
自
身
の
心
の
発
露
を
描
く
と
言
わ
れ
る
が
、

半
斎
の
跋
文
に
あ
る
よ
う
に
、
大
雅
は
そ
ん
な
中
国
文
化
に
憧
れ
る
人
の
た
め
な
ら
誰
に

で
も
描
い
た
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
理
想
の
文
人
世
界
を
描
い
て
見
せ
て
く
れ
る
大

雅
の
姿
は
、
ま
さ
に
文
人
と
し
て
映
っ
た
だ
ろ
う
。

表
1

池
大
雅
関
連
略
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
と
し
た
）

元

号

 

西

暦

年 

齢

こ
と
が
ら

享
保

八
年

一
七
二
三

�

京
都
西
陣
菱
屋
町
に
大
雅
誕
生
。
父
池
野
嘉
左
衛
門
は
京
都
銀

座
の
中
村
氏
の
下
役
。

享
保
一
一
年

一
七
二
六

四
歳

父
死
、
母
と
二
人
で
住
む
。

享
保
一
三
年

一
七
二
八

�

六
歳

�

知
恩
院
古
門
前
袋
町
に
移
住
、
香
月
茅
庵
に
漢
文
素
読
を
学

ぶ
。

享
保
一
四
年

一
七
二
九

七
歳

川
端
檀
王
寺
内
の
清
光
院
一
井
に
書
道
を
学
ぶ
。

�

黄
檗
山
万
福
寺
第
十
二
世
杲
堂
師
や
大
梅
和
尚
の
前
で
大
字
を

書
し
〝
七
歳
の
神
童
〟
と
絶
賛
さ
れ
る
。

元
文

二
年

一
七
三
七

一
五
歳

�

待
賈
堂
、
袖
亀
堂
と
号
し
て
二
条
樋
口
に
扇
と
印
刻
の
店
を
開

く
。『
八
種
画
譜
』、『
芥
子
園
画
伝
』
な
ど
か
ら
学
ぶ
。

寛
保

元
年

一
七
四
一

一
九
歳

�

篆
刻
家
の
高
芙
蓉
、
書
家
の
韓
天
寿
と
知
り
合
う
。

延
享

元
年

一
七
四
四

二
二
歳

�「
渭
城
柳
色
図
」
敦
井
美
術
館
蔵
（
送
別
図
の
最
も
早
い
作
例
）��

「
箕
山
瀑
布
図
」
個
人
蔵
（
真
景
図
の
早
い
作
例
）

寛
延

二
年

一
七
四
九

二
七
歳
「
陸
奥
奇
勝
図
巻
」
九
州
国
立
博
物
館
蔵
。
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寛
延

三
年

一
七
五
〇

二
八
歳
「
楽
志
論
図
巻
」
個
人
蔵
。

宝
暦

元
年

一
七
五
一

二
九
歳

白
隠
禅
師
に
参
禅
し
一
偈
を
呈
す
。
祇
園
南
海
没
。

宝
暦

八
年

一
七
五
八

三
六
歳
「
雲
林
清
暁
図
」
個
人
蔵
。
柳
沢
淇
園
没
。

宝
暦
一
〇
年

一
七
六
〇

三
八
歳

�

高
芙
蓉
、
韓
天
寿
と
共
に
山
岳
紀
行
の
旅
に
。
白
山
、
立
山
か

ら
戸
隠
山
、
浅
間
山
に
登
り
江
戸
へ
出
、
帰
路
富
士
山
に
登

る
。

「
三
岳
紀
行
図
屛
風
」
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。

こ
の
頃
「
浅
間
山
真
景
図
」
個
人
蔵
カ
。

宝
暦
一
一
年

一
七
六
一

三
九
歳

�

六
月
に
富
士
登
山
カ
、
秋
に
「
六
遠
図
」
香
雪
美
術
館
蔵
カ
。

宝
暦
一
二
年

一
七
六
二

四
〇
歳

�
春
に
「
試
錐
図
」
香
雪
美
術
館
蔵
。

�
四
月
「
比
叡
山
真
景
図
」
練
馬
区
立
美
術
館
蔵
。

�

夏
に
、「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
に
宮
崎
筠
圃
跋
文
を
寄
せ
る
。

�

冬
に
、
蒹
葭
堂
、
大
典
撰
『
世
説
鈔
撮
』
に
跋
を
寄
せ
る
。

中
井
履
軒
『
世
説
新
語
補
』
雕
題
本
考

「
了
徹
居
士
観
竹
図
」
こ
の
頃
か
。

宝
暦
一
三
年

一
七
六
三

四
一
歳
「
龍
山
勝
会
・
蘭
亭
曲
水
図
屛
風
」
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
。

明
和

二
年

一
七
六
五

四
三
歳

混
沌
詩
社
が
正
式
に
発
足
。

明
和

三
年

一
七
六
六

四
四
歳

�「
六
遠
山
水
図
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
頼
春
水
、
混
沌
詩
社

に
入
る
。

明
和

八
年

一
七
七
一

四
九
歳

�「
十
便
十
宜
画
冊
」
川
端
康
成
記
念
会
蔵
（
蕪
村
と
合
作
）。

「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。

明
和

九
年

一
七
七
二

五
〇
歳
「
楡
枋
園
図
巻
」
大
徳
寺
蔵
。

安
永

二
年

一
七
七
三

五
一
歳

細
合
半
斎
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
に
跋
を
寄
せ
る
。

安
永

五
年

一
七
七
六

五
四
歳

正
月
、
頼
春
水
が
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
に
跋
を
寄
せ
る
。

四
月
十
三
日
、
大
雅
没
。

天
明

元
年

一
七
八
一

頼
春
水
、
安
芸
広
島
藩
の
儒
官
と
な
り
下
坂
。

天
明

四
年

一
七
八
四

沢
田
東
江
が
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
に
題
を
寄
せ
る
。

天
明

六
年

一
七
八
六

�

木
村
蒹
葭
堂
、
所
蔵
の
池
大
雅
「
六
遠
図
」
を
土
佐
の
橘
子
樹

の
依
頼
で
林
閬
苑
に
模
写
さ
せ
る
。

註（
1
）
「
南
画
」「
南
宗
画
」「
文
人
画
」
と
い
う
美
術
史
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
澤
忠
「
文
人
画
・

南
宗
画
と
日
本
南
画
」（『
南
画
と
写
生
画
（
原
色
日
本
の
美
術
一
八
）』
小
学
館
、
一
九
六
九
年
）、

同
「
放
蕩
無
頼
の
絵
画
―
日
本
南
画
の
主
流
と
し
て
」（『
文
学
』
四
二
（
一
〇
）
岩
波
書
店
、
一

九
七
四
年
）
を
筆
頭
に
、
こ
の
半
世
紀
様
々
に
議
論
さ
れ
続
け
て
い
る
。
近
年
、
文
人
趣
味
や
文

人
文
化
に
理
解
を
示
し
た
画
派
と
い
う
意
義
を
優
先
し
て
「
文
人
画
」
と
呼
ぶ
傾
向
が
あ
る
中
、

佐
藤
康
宏
氏
は
、
吉
澤
、
武
田
両
氏
が
主
張
す
る
絵
師
の
身
分
や
日
中
の
社
会
構
造
の
違
い
で
は

な
く
、
絵
画
様
式
の
問
題
に
お
い
て
も
日
本
の
実
情
に
あ
っ
た
様
式
語
と
し
て
「
南
画
」
の
用
語

を
積
極
的
に
用
い
る
立
場
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
康
宏
「
雅
俗
の
都
市
像
―
与
謝
蕪
村
「
夜

色
楼
台
図
」」（
佐
藤
康
宏
編
『
講
座
日
本
美
術
史

第
一
巻

物
か
ら
言
葉
へ
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
五
年
）
の
註
（
2
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
武
田
光
一
氏
が
し
ば
し
ば
指
摘
す
る
よ
う

に
大
雅
の
場
合
は
特
に
『
池
大
雅
家
譜
』
に
「
唐
画
ヲ
扇
子
ニ
画
ス
。
尤
倣
八
種
画
譜
」
と
あ
る

な
ど
同
時
代
文
献
で
「
唐
画
」
と
あ
る
。
ま
た
伊
藤
紫
織
氏
は
広
義
の
中
国
風
の
画
と
い
う
意
味

で
積
極
的
に
「
唐
画
」
を
美
術
史
用
語
と
し
て
使
用
し
始
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
深

入
り
せ
ず
、「
文
人
画
」
の
呼
称
で
統
一
す
る
。
理
由
は
絵
画
様
式
の
問
題
よ
り
も
、
大
雅
を
は

じ
め
と
し
た
江
戸
時
代
中
期
の
人
々
が
中
国
の
文
人
の
文
化
を
ど
う
と
ら
え
た
か
、
文
人
理
解
、

文
人
意
識
を
問
題
と
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

（
2
）
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
か
つ
本
稿
に
関
連
す
る
も
の
の
み
を
あ
げ
る
。
武
田
光
一
「
池
大
雅
に
お
け

る
画
譜
に
よ
る
制
作
」（『
美
術
研
究
』
三
四
八
号
、
一
九
九
〇
年
八
月
）。
同
「
南
画
家
の
文
人

意
識
」（『
江
戸
文
学
』
一
八
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）、
小
林
優
子
「
池
大
雅
筆
「
浅
間

山
真
景
図
」
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
一
三
四
、
一
九
九
三
年
）、
佐
藤
康
宏
「
真
景
図
と
見
立
て
」

（『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
第
十
二
回
東
洋
美
術
に
お
け
る
写
実
』
一
九
九
四
年

三
月
）、
同
「
江
戸
中
期
絵
画
論
断
章
―
荻
生
狙
徠
か
ら
池
大
雅
ま
で
」（『
美
術
史
論
叢
』：
東
京

大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
美
術
史
研
究
室
紀
要
一
五
、
一
九
九
八
年
十
一
月
）、

同
「
遠
景
の
色
―
大
雅
の
山
水
畫
に
お
け
る
白
描
と
青
緑
」（『
國
華
』
一
二
七
一
、
國
華
社
、
二

〇
〇
一
年
九
月
）、
同
「
池
大
雅
筆 

比
叡
山
眞
景
圖
」（『
國
華
』一
三
八
〇
、
國
華
社
、
二
〇
一

〇
年
十
月
）

（
3
）
吉
澤
忠
「
六
遠
図
巻
」（
四
三
三
）、
同
「
四
高
士
図
巻
」（
四
三
二
）
解
説
（『
池
大
雅
画
譜
』

第
三
輯
）
以
降
、
松
下
英
麿
氏
も
単
著
『
池
大
雅
』（
春
秋
社
、
一
九
六
七
年
）
に
お
い
て
「
試

錐
図
」
の
年
紀
が
宝
暦
十
二
年
春
の
た
め
、「
六
遠
図
」
を
同
十
三
年
秋
と
断
定
し
て
い
る
。

（
4
）
な
お
翌
年
の
明
治
四
十
三
年
三
月
、
國
華
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
南
画
集
』
に
も
「
王
子
猷

四
高
士
図
之
一
」
と
し
て
、「
試
錐
」
の
自
題
と
第
四
図
が
掲
載
さ
れ
る
。
因
み
に
「
十
便
十
宜

画
冊
」
の
最
初
の
紹
介
は
「
十
便
十
宜
帖
」（『
國
華
』
二
七
一
、
國
華
社
、
一
九
一
二
年
）
で
あ

る
か
ら
十
年
も
早
い
。

（
5
）
以
下
、「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
の
跋
文
の
翻
刻
、
釈
文
は
全
て
『
南
画
研
究
』
三
ノ
三
を
参

考
に
し
た
。
沢
田
東
江
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
山
川
形
勢
乃
尓
。
何
可
以
不
遊
目
。
天
明
甲
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辰
九
月
九
日
録
。
王
右
軍
帖
語
贈
。
世
粛
木
君

東
江
源
鱗
。」

（
6
）
「
池
」（
朱
文
印
）
は
、
お
そ
ら
く
「
池
無
名
印
」（
朱
文
方
印
）
の
「
池
」
部
分
の
み
を
捺
し

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
使
用
例
を
他
に
見
出
せ
な
か
っ
た
。

特
異
な
印
の
使
用
法
で
あ
る
の
で
何
等
か
の
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
現
状
、「
詞
宗
」
と
「
正
」
の
間
に
「
〃
」
が
見
え
る
が
、
墨
色
が
異
な
る
こ
と
、
文
字
と
文

字
の
間
が
詰
ま
り
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
の
汚
れ
と
解
釈
し
た
。
な
お
、
大
雅
が
蒹
葭
堂
を

「
詞
宗
」
と
呼
び
「
正
せ
よ
」
と
す
る
事
例
は
、
例
え
ば
註
（
3
）
松
下
本
挿
図
第
30
図
池
大
雅

筆
蒹
葭
堂
宛
詩
書
（『
特
別
展

池
大
雅
』
京
都
国
立
博
物
館
、
図
版
№
35
）
が
あ
る
。
ま
た
「
正

せ
よ
」
と
絵
画
に
つ
い
て
問
う
た
作
と
し
て
は
、
現
在
所
在
不
明
だ
が
「
竹
巌
新
霽
図
」
が
知
ら

れ
る
。
大
雅
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
二
月
大
坂
の
禅
寺
で
蒹
葭
堂
が
書
画
会
を
開
く
に
あ
た

り
、
渲
淡
で
描
い
た
「
春
雲
出
岫
図
」
と
書
幅
を
贈
っ
た
が
、
蒹
葭
堂
は
「
粗
白
」
だ
と
し
て
気

に
入
ら
な
い
の
で
、
描
き
な
お
し
た
作
で
あ
る
。
自
賛
の
中
で
大
雅
は
、
精
工
な
画
は
画
工
の
す

る
こ
と
で
、
自
身
は
で
き
な
い
の
で
、
漆
黒
の
墨
で
「
竹
巌
新
霽
図
」
を
描
い
た
と
し
て
、
蒹
葭

堂
に
そ
の
出
来
栄
え
を
問
う
て
い
る
。
因
み
に
、
賛
文
は
銀
泥
の
罫
線
で
く
く
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。「
竹
巌
新
霽
図
」
に
つ
い
て
は
吉
澤
忠
『
池
大
雅

ブ
ッ
ク
オ
ブ
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の
美
術
26
』

（
小
学
館
、
一
九
七
三
年
）、
前
掲
註
（
2
）
佐
藤
論
文
「
断
章
」
に
詳
し
い
。

（
8
）
岡
元
鳳
の
跋
文
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
世
謂
戴
成
之
画
狂
、
余
則
以
為
不
然
。
夫
戴
成
狂

士
也
、
画
豈
為
狂
哉
。
吾
観
其
嘗
下
筆
、
廼
遅
天
機
之
到
乎
、
経
営
、
頗
苦
而
後
、
深
重
巧
密
者

可
得
。
至
於
瀟
散
洒
落
縦
横
任
腕
尚
各
有
所
布
侯
。
要
之
戴
成
深
於
画
者
也
。
或
磐
礴
解
衣
、
轟

飲
数
斗
、
怪
状
逸
出
、
画
亦
随
之
。
但
其
人
之
狂
、
使
然
直
偶
然
耳
、
且
其
人
好
遊
海
内
山
沢
、

歴
渉
殆
遍
、
尽
收
之
画
、
蓋
是
服
膺
李
漁
之
言
也
。
其
於
画
可
不
謂
深
矣
哉
。
近
、
戴
成
、
遊
芙

蓉
諸
山
、
而
帰
、
為
木
世
粛
、
摸
写
六
遠
尺
幅
、
千
里
体
其
備
矣
。
是
体
古
人
所
難
戴
成
不
失
奇

格
山
霊
有
助
欤
。
乃
我
向
之
言
不
誣
。
世
粛
示
其
巻
也
余
書
此
以
返
。
他
日
修
画
史
者
庶
有
採

焉
。
隔
凡
山
人
岡
元
鳳
題

韓
天
寿
書
」。
な
お
、
韓
天
寿
は
、
高
芙
蓉
、
大
雅
と
三
人
で
富
士

登
山
を
し
た
り
、「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
の
題
箋
の
書
を
揮
毫
す
る
な
ど
、
大
雅
の
最
も
親
し
い
知

友
の
一
人
で
あ
る
。
高
芙
蓉
は
大
雅
晩
年
の
作
「
東
山
清
韻
帖
」
に
「
解
衣
盤
礴
」
と
題
字
を
寄

せ
る
。
元
凰
、
続
く
半
斎
の
跋
文
に
も
こ
の
語
が
記
さ
れ
、
大
雅
の
作
画
姿
勢
を
示
す
キ
ー
ワ
ー

ド
が
既
に
こ
の
時
期
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
9
）
細
合
半
斎
の
跋
文
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
雖
有
画
家
者
流
多
固
執
之
者
其
唯
変
化
不
可
測

者
吾
友
池
山
人
已
。
蓋
山
人
少
喪
父
家
無
儋
石
自
奮
成
一
家
。
画
鬻
以
養
母
。
乃
欲
普
遊
名
山
以

試
其
技
再
攀
白
立
三
躋
富
士
。
其
余
諸
勝
足
跡
幾
遍
遂
探
霊
秘
奪
化
工
矣
。
居
恒
標
位
已
定
不
属

草
稿
輒
成
之
。
猶
俯
拾
相
是
名
挟
四
方
所
在
必
聞
、
或
王
公
命
名
解
衣
盤
礴
以
進
。
或
隷
胥
款
至

斂
襟
其
容
不
拒
蓬
戸
朱
門
其
視
一
也
至
於
写
而
不
了
、
奪
而
不
禁
絃
歌
俳
諧
醉
飽
澹
泊
亦
唯
人
生

一
楽
何
必
筆
研
精
良
之
為
人
、
或
目
之
曰
池
顚
々
可
以
為
画
伯
焉
。
其
執
木
兄
傾
心
俾
尽
於
其

技
。
維
此
六
遠
咫
尺
万
里
。
胸
富
韻
足
。
出
俗
（
郡
カ
）
入
微
。
使
人
形
神
俱
往
。
区
々
画
家
者

流
弗
至
及
也
。
其
書
或
詩
奇
々
怪
々
未
始
有
意
。
流
伝
亦
復
風
韻
超
凡
可
愛
。
山
人
自
佩
玉
皇
香

案
吏
印
。
果
是
海
仙
。
豈
皮
相
之
所
尽
乎
。
白
雲
山
樵
夫
離
識
「
合
離
」（
白
文
方
印
）」。
な
お
、

半
斎
は
本
作
の
他
、「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」「
東
山
清
韻
帖
」
に
も
長
文
の
跋
文
を
寄
せ
て
お
り
、
内

容
も
豊
か
で
あ
る
。
特
に
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
の
跋
文
に
は
、
半
斎
は
大
雅
が
見
事
な
中
国
の
名

勝
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
何
か
発
想
源
が
あ
る
は
ず
だ
と
蒹
葭
堂
に
問
う
と
、
楊
爾
曾
『
海
内
奇

観
』
万
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
と
い
う
中
国
の
名
勝
を
集
め
た
地
誌
の
版
本
を
示
さ
れ
、
大

雅
に
聞
く
と
そ
の
通
り
だ
と
い
っ
た
、
と
記
す
な
ど
、
重
要
な
記
述
が
多
い
。
ま
た「
不
属
草
稿
」

「
咫
尺
万
里
」
な
ど
共
通
し
た
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

（
10
）
「
試
錐
図
」
の
題
語
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
3
）
吉
澤
氏
の
解
説
文
中
に
あ
る
が
、

疑
問
が
あ
っ
た
た
め
、
第
一
図
、
第
二
図
に
つ
い
て
は
井
波
律
子
訳
注
『
世
説
新
語
四
』（
東
洋

文
庫
八
四
九
、
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
考
と
し
、
第
四
図
左
思
『
招
隠
詩
』
に
つ
い
て
は

斯
波
六
郎
・
花
房
英
樹
訳
『
文
選
』（
世
界
文
学
大
系
七
〇
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
）
に
よ
っ

た
。
第
三
図
は
私
に
読
ん
だ
。

題
語
の
翻
刻
は
以
下
の
通
り
。
第
一
図
「
王
右
軍
既
去
官
、
與
道
士
許
邁
共
遊
名
山
、
泛
滄
海
不

遠
千
里
。
邁
字
叔
玄
、
清
虚
接
真
、
遐
棲
表
志
所
在
、
往
而
不
返
。
故
改
名
遠
遊
」、
第
二
図「
王

黄
門
嘗
行
過
呉
中
、
見
有
好
竹
。
肩
輿
径
造
竹
下
、
諷
嘯
良
久
。
冀
還
当
通
。
主
人
閉
門
不
聴

出
。
乃
留
坐
、
尽
歓
而
去
。
主
人
復
有
情
致
也
」、
第
三
図
「
林
処
士
常
泛
小
艇
西
湖
。
諸
寺
有

客
。
至
逋
所
居
、
則
一
童
子
応
門
、
延
客
坐
為
開
籠
縦
鶴
。
良
久
逋
必
棹
小
船
而
帰
。
雖
異
趣
而

亦
陶
之
亜
」、
第
四
図
「
杖
策
招
隠
士
。
荒
塗
橫
古
今
。
巌
穴
無
結
構
、
丘
中
有
鳴
琴
。
白
雪
停

陰
岡
、
丹
葩
曜
陽
林
。
是
左
詩
半
詠
。
忽
命
於
舟
師
子
猷
哉
」

（
11
）
「
池
野
大
雅
堂
筆
山
水
画
巻
」（『
國
華
』一
五
〇
、
國
華
社
、
一
九
〇
二
年
）、
前
掲
註
（
3
）

吉
澤
論
文
参
照
。

（
12
）
河
野
恕
斎
の
跋
文
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
右
蒹
葭
堂
所
蔵
池
貸
成
四
高
士
図
。
軽
抹
淡
描
、

細
巧
縝
緻
、
前
輩
清
賞
風
流
、
宛
然
于
毫
素
之
間
矣
。
巻
舒
之
際
、
真
如
入
其
境
、
而
追
其
風
流

也
。
蓋
貸
成
好
奇
之
士
、
其
胸
襟
之
瀟
洒
、
規
宇
之
磊
落
、
輸
出
於
筆
端
者
。
誠
非
此
人
不
能
摸

此
趣
也
。
恕
斎

河
子
龍
題
「
恕
斎
」（
白
文
方
印
）、「
河
子
龍
」（
白
文
方
印
）」。
な
お
河
野
恕

斎
は
岡
白
駒
（
一
六
九
二
～
一
七
六
七
）
の
長
男
で
あ
る
。
岡
白
駒
は
、
本
来
河
野
姓
で
、
晩
年

京
坂
に
出
て
、
徂
徠
学
の
洗
礼
を
受
け
、
古
注
学
に
よ
る
経
書
を
講
義
し
、
中
国
白
話
小
説
の
注

解
、
翻
訳
に
つ
と
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、『
世
説
新
語
補
觽
』
二
巻
二
冊
を
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

に
刊
行
し
て
い
る
。

（
13
）
雨
森
壽
な
る
人
物
の
七
言
絶
句
の
跋
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
四
士
高
風
筆
底
新
。
酔
塗
醒

            



三
二

美

術

研

究

四

三

四

号

212

沫
自
其
真
。
池
生
亦
是
清
狂
客
。
要
向
図
中
添
一
人
。
白
山
逸
人
雨
森
壽
「
雨
森
壽
」（
白
文
長

方
印
）「
大
眉
」（
白
文
長
方
印
）」。
な
お
、
跋
文
の
筆
者
が
雨
森
章
廸
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
本
誌
安
永
拓
世
氏
の
論
考
を
参
照
。
因
み
に
、
雨
森
章
廸
の
号
と
し
て
、
吉
兆
、
九
畹
、
石

禅
、
大
来
庵
、
大
東
庵
、
波
羅
蜜
斎
、
自
隠
斎
、
白
山
道
者
が
知
ら
れ
る
。

（
14
）
宮
崎
筠
圃
の
七
言
絶
句
の
跋
の
翻
刻
は
下
記
の
通
り
。「
自
是
胸
懐
無
一
蓙
。
毫
芒
輒
奪
化
工

真
。
微
茫
遠
水
九
辺
動
。
重
畳
奇
峰
座
上
陳
。
不
知
烟
霞
纔
作
疾
。
難
従
鷗
鷺
同
相
親
。
因
君
最

識
臥
遊
好
。
多
少
賞
心
已
覚
新
。
壬
午
夏
日
録
呈
木
文
学
咲
正
。
海
西
宮
奇「
宮
奇
」（
白
文
方
印
）

「
子
常
」（
朱
文
方
印
）」。
な
お
、『
南
画
研
究
』
掲
載
写
真
を
見
る
と
、
巻
末
の
た
め
折
れ
が
き

つ
い
こ
と
が
分
か
る
。
現
状
は
、
修
復
に
よ
り
文
字
の
欠
損
部
に
補
紙
が
あ
て
が
わ
れ
て
お
り
一

部
推
測
し
て
翻
刻
し
た
。
ま
た
木
村
蒹
葭
堂
を
「
木
文
学
」
と
し
た
例
は
未
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。

（
15
）
拙
稿
「
池
大
雅
筆
「
洞
庭
赤
壁
図
巻
」
の
表
現
と
賞
翫
の
場
」（『
美
術
史
』
一
五
五
、
二
〇
〇

三
年
十
月
）、
な
お
、
小
林
忠
監
修
『
池
大
雅
：
中
国
へ
の
あ
こ
が
れ
：
文
人
画
入
門
』（
求
龍
堂
、

二
〇
一
一
年
）
に
は
題
跋
を
含
め
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
作
品
の
掲
載
が
あ
る
。

（
16
）
こ
の
詩
会
は
「
蒹
葭
堂
会
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
混
沌
詩
社
の
成
立
な
ど
に
つ
い
て
は
、
水
田
紀

久
『
木
村
蒹
葭
堂
研
究
：
水
の
中
央
に
在
り
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
揖
斐
高
『
江
戸
の

文
人
サ
ロ
ン
：
知
識
人
と
芸
術
家
た
ち
』（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二
七
八
、
二
〇
一
九
年
）。

（
17
）
「
六
遠
」
と
い
う
熟
語
は
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
に
も
掲
載
は
な
く
、

日
本
の
近
世
に
で
き
た
言
葉
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
佐
々
木
丞
平
・
佐
々
木
正
子
『
文
人

画
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
で
は
、「
六
遠
（
ろ
く
え
ん
）」
と
立
項
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。「（
前
略
）
郭
熙
が
仰
角
視
、
水
平
視
、
俯
瞰
視
と
い
う
、
自
然
界
を

眼
前
に
し
て
、
視
点
と
景
物
の
対
比
に
よ
る
合
理
的
遠
近
法
を
考
察
し
た
の
に
対
し
、
韓
拙
は
絵

画
画
面
上
に
見
ら
れ
る
そ
う
し
た
視
覚
角
度
か
ら
描
か
れ
た
風
景
の
景
色
と
し
て
の
構
図
、
構
成

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
出
し
た
。（
後
略
）」
そ
し
て
、
大
雅
筆
「
六
遠
図
」
六
幅
対
（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）と
、
本
作
を
挿
図
に
あ
げ
る
が
、
こ
の
説
明
は
ま
る
で
、
本
作
で
の
大
雅
の「
六

遠
」
の
解
釈
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
の
美
術
史
研
究
者
も
大
雅
の
解
釈
を
も
っ
て
「
六

遠
」
を
理
解
し
て
い
る
一
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

（
18
）
韓
拙
『
山
水
純
全
集
』
の
翻
刻
は
黄
賓
虹
・
鄧
實
編
『
美
術
叢
書
』
第
二
冊
（
江
蘇
古
籍
出
版

社
）
に
よ
る
。
な
お
特
に
「
高
遠
」「
深
遠
」「
平
遠
」「
闊
遠
」「
迷
遠
」「
幽
遠
」
の
現
代
語
訳

は
青
木
正
児
・
奥
村
伊
九
良
訳
注
『
歴
代
画
論

唐
宋
元
篇
』
麗
澤
叢
書
第
一
（
弘
文
堂
、
一
九

四
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
19
）
『
佩
文
斎
書
画
譜
』
は
大
雅
の
知
友
の
一
人
で
、
紀
州
の
文
人
・
桑
山
玉
洲
（
一
七
四
六
～
九
九
）

の
画
論
『
玉
洲
画
趣
』
に
も
、
ま
ず
見
る
べ
き
書
物
と
さ
れ
て
い
る
。
玉
洲
の
画
論
は
特
に
真
景

論
の
部
分
が
よ
く
知
ら
れ
、
没
後
、
蒹
葭
堂
に
よ
り
上
梓
さ
れ
た『
絵
事
鄙
言
』
寛
政
十
一
年（
一

七
九
九
）
刊
は
、
中
国
画
論
や
日
本
の
古
典
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
蒹
葭
堂
は
こ
う
し
た
中

国
の
画
史
画
論
類
も
多
数
所
持
し
て
い
た
。
因
み
に
当
時
蒹
葭
堂
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
、
書

画
、
標
本
の
目
録
で
あ
る
「
蒹
葭
堂
書
目
」（
内
題
「
書
籍
法
帖
物
産
目
録
」）
や
「
昌
平
書
目
」（
い

ず
れ
も
写
本
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
に
は
『
宝
絵
録
』『
清
河
書
画
舫
』『
佩
文
斎
書
画

譜
』『
十
竹
斎
書
画
譜
』
な
ど
画
史
画
論
、
絵
手
本
類
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
蒹
葭
堂
の
蔵
書
に

つ
い
て
は
有
坂
道
子
「
研
究
ノ
ー
ト

木
村
蒹
葭
堂
没
後
の
献
本
始
末
」（
大
阪
市
史
編
纂
所
編

『
大
阪
の
歴
史
』
五
四
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
20
）
『
芥
子
園
画
伝
』
は
『
笠
翁
画
伝
』
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
封
面
に
「
李
笠
翁
先
生
論
定
」
と
あ
り
、

む
し
ろ
李
漁
の
画
伝
と
し
て
流
布
し
た
。
中
国
で
は
似
非
文
人
の
李
漁
は
日
本
に
お
い
て
は
正
統

な
文
人
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
雅
と
蕪
村
の
「
十
便
十
宜
画
冊
」
も
、
李
漁
の

「
伊
園
十
便
十
二
宜
詩
」
の
詩
意
図
で
あ
る
。
拙
稿
「
日
本
「
文
人
画
」
研
究
ノ
ー
ト
：
江
戸
中

期
の
李
漁
（
李
笠
翁
）
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
一
考
察
」（『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
八
号
、

一
九
九
九
年
九
月
）。

（
21
）
以
後
の
本
文
中
の
『
芥
子
園
画
伝
』
中
の
画
論
の
翻
刻
、
現
代
語
訳
は
主
に
草
薙
奈
津
子
『
現

代
語
訳
芥
子
園
画
伝
：
東
洋
画
の
描
き
方 

上
巻
』（
芸
艸
堂
、
一
九
八
四
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
22
）
「
玉
女
青
迷
、
明
星
翠
鎮
」

（
23
）
「
雁
蕩
千
尋
、
匡
廬
三
畳
、
非
高
遠
而
何
」

（
24
）
「
岡
明
華
子
、
谷
冷
愚
公
、
非
平
遠
而
何
」

（
25
）
前
掲
註
（
17
）『
文
人
画
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
で
は
「
闊
遠
」
の
代
表
と
し
て
大
雅
筆
「
洞
庭

赤
壁
図
巻
」
の
岳
陽
楼
の
辺
り
を
挿
図
と
し
て
例
示
す
る
が
、
む
し
ろ
、
倪
瓉
風
の
構
図
の
作
例

を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
26
）
「
今
人
愛
真
山
水
與
画
山
水
無
異
也
。
当
其
屛
障
列
前
。
幀
冊
盈
几
。
面
彼
崢
嶸
遐
曠
。
峰
翠

欲
流
。
泉
聲
若
答
。
時
而
烟
雲
晻
靄
。
時
而
景
物
清
和
。
宛
然
置
身
於
一
丘
一
壑
之
間
。
不
必
蠟

屐
扶
笻
而
已
有
登
臨
之
楽
。
独
是
観
人
画
猶
不
若
其
自
能
」

（
27
）
引
用
は
『
日
本
書
論
集
成
第
三
巻
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）
所
収
本
を
底
本
と
し
た
。

（
28
）
前
掲
註
（
2
）
小
林
論
文
参
照
。

（
29
）
「
六
遠
図
巻
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）
に
比
し
て
、「
六
遠
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
主
要
論
文
、
解
説
は
下
記
の
通
り
。
藤
懸
静
也
「
池
大
雅
筆

六

遠
山
水
図
」（『
國
華
』
七
二
一
、
國
華
社
、
一
九
五
二
年
四
月
）、『
日
本
南
画
集
』（
国
立
博
物
館
、

一
九
五
一
年
）、
鷹
巣
豊
治
「
池
野
大
雅
筆

六
遠
山
水
図
」（『M

U
SEU

M

』
四
一
号
、
一
九
五

四
年
）、
脇
本
楽
之
軒
「
六
遠
」（『
芸
術
新
潮
』
一
九
五
五
年
七
月
）、
吉
澤
忠
「
六
遠
図
（
一
）

～
（
三
）」
解
説
（『
池
大
雅
画
譜
』
第
三
輯
、
四
五
九
）、
松
下
英
麿
『
池
大
雅
』、
坂
口
薫
「
池

大
雅
筆
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
六
遠
山
水
図
」
に
つ
い
て
」（『
多
摩
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
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号
、
一
九
九
〇
年
）。
特
別
観
覧
さ
れ
た
鷹
巣
氏
、
坂
口
氏
に
よ
れ
ば
箱
蓋
表
（
絹
布
貼
）
に
「
大

雅
六
遠
山
水
」
と
あ
り
、
各
幅
の
外
題
に
「
東
嶽
泰
山

深
遠
法
」「
洞
庭
湖

平
遠
法
」
な
ど

と
あ
る
と
い
う
。
坂
口
氏
は
「
賛
者
と
大
雅
の
関
係
、
画
と
賛
の
成
立
事
情
、
六
遠
の
再
解
釈
、

あ
く
ま
で
大
雅
の
意
図
は
六
遠
を
描
く
こ
と
で
あ
り
、
五
岳
と
洞
庭
湖
と
い
う
特
定
の
題
材
に
六

遠
を
適
用
さ
せ
た
」
と
す
る
。
し
か
し
筆
者
は
大
雅
自
身
は
「
六
遠
山
水
」
と
し
て
で
は
な
く
、

賛
者
が
そ
れ
ぞ
れ
五
岳
と
洞
庭
湖
に
つ
い
て
詠
ん
だ
漢
詩
を
付
し
て
い
る
の
で
、
当
初
よ
り
「
五

岳
洞
庭
図
」
と
し
て
離
合
山
水
図
の
よ
う
な
発
想
で
描
き
、
後
世
の
人
に
よ
り
（
屛
風
説
を
信
用

す
る
な
ら
改
装
時
か
）、
各
幅
の
描
き
分
け
の
手
法
な
ど
か
ら
、「
六
遠
山
水
図
」
と
名
付
け
ら
れ

た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
東
博
本
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
な
お
、
吉
澤
氏
は

「
六
遠
図
（
二
）」
解
説
中
で
「
韓
拙
の
三
遠
に
、
郭
熙
の
三
遠
と
同
等
の
比
重
を
お
い
て
、
六
遠

と
し
て
一
つ
の
も
の
と
考
え
た
の
は
、
大
雅
の
創
意
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
さ
れ
て
い

る
。

（
30
）
大
村
西
崖
編
『
雲
泉
遺
墨
集
』（
仿
古
書
院
、
一
九
二
三
年
）
に
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）、

文
化
三
年
、
制
作
年
不
詳
の
三
件
の
「
六
遠
図
」
が
掲
載
さ
れ
、
巻
頭
文
で
西
崖
も
「
六
遠
の
図

を
好
ん
で
画
い
た
こ
と
は
、
遺
作
の
多
い
の
で
考
へ
ら
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
晩
年
作
に
多
い
。

（
31
）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
試
錐
」
の
用
例
と
し
て
、
碧
梧
桐
句
集
（
一
九
一
六
）〈
喜
谷
六

花
他
編
〉
明
治
四
十
三
年
「
夏
近
き
試
錐
も
海
辺
櫓
か
な
」
が
提
示
さ
れ
、「
地
下
の
地
質
を
調

査
し
た
り
、
資
源
を
探
っ
た
り
す
る
目
的
で
、
特
殊
な
機
器
を
用
い
て
地
面
に
細
く
深
い
穴
を
う

が
つ
こ
と
。
ボ
ー
リ
ン
グ
。」
と
あ
り
近
代
の
用
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
32
）
黄
庭
堅
の
書
論
「
筆
力
同
中
有
異
、
異
中
有
同
、
張
長
史
折
釵
股
、
顔
太
師
屋
漏
痕
、
右
軍
錐

画
沙
印
々
泥
、
懐
素
飛
鳥
出
林
驚
蛇
入
草
、
索
靖
銀
鈎
蠍
尾
、
是
一
筆
」（
山
谷
文
集
よ
り
）
に

よ
る
。
ま
た
、
姜
夔 

『
続
書
譜
』「
用
筆
如
折
釵
股
、
如
屋
漏
痕
、
如
錐
画
沙
、
如
壁
坼
。
此
皆

後
人
之
論
、
折
釵
股
者
、
欲
其
曲
折
円
而
有
力
。
屋
漏
痕
者
、
欲
其
無
起
止
之
跡
。
錐
画
沙
者
、

欲
其
匀
而
蔵
鋒
。
壁
坼
者
、
欲
其
無
布
置
之
巧
。
然
皆
不
必
若
是
。」
で
も
同
様
の
説
明
が
な
さ

れ
る
。

（
33
）
引
用
は
坂
崎
坦
『
論
画
四
種
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
二
年
）。

（
34
）
「
王
黄
門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」
は
、
大
雅
の
好
ん
だ
逸
話
だ
っ
た
の
か
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
「
了

徹
居
士
観
竹
図
」
と
い
う
王
徽
之
の
故
事
を
踏
ま
え
た
小
品
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
白
隠
の
在

家
居
士
・
山
梨
平
四
郎
了
徹
が
宝
暦
十
二
年
頃
九
州
旅
行
を
し
た
折
に
、
京
都
の
大
雅
の
庵
に
立

ち
寄
り
、
裏
の
竹
林
で
竹
の
子
の
一
句
を
成
し
た
姿
に
大
雅
が
感
動
し
て
描
い
た
と
い
う
も
の

で
、
大
雅
の
自
賛
に
「
昔
人
王
子
猷
看
竹
図
あ
り
、
い
ま
平
安
池
生
名
貸
成
、
山
梨
平
四
郎
竹
の

子
を
見
る
図
を
つ
く
る
。
自
曰
癖
し
て
竹
の
子
を
見
る
と
誠
に
人
な
か
る
へ
し（
後
略
）」と
あ
り
、

平
四
郎
を
竹
を
好
む
王
徽
之
の
よ
う
な
稀
有
な
人
だ
と
賞
賛
し
て
い
る
。
拙
稿
「
コ
ラ
ム

白
隠

の
在
家
居
士
・
池
大
雅
」（『
駿
河
の
白
隠
さ
ん
』
展
図
録
、
静
岡
市
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）
参

照
。
因
み
に
山
梨
家
に
は
か
つ
て
、
大
雅
の
「
竹
林
七
賢
図
」
襖
絵
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

や
は
り
白
隠
の
在
家
居
士
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
原
宿
の
植
松
家
の
た
め
に
大
雅
は
「
竹
林
七
賢

図
襖
絵
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
描
い
て
い
る
。

（
35
）
稲
田
篤
信
「
和
刻
本
『
世
説
新
語
補
』
の
書
入
三
種
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
八
）、
二
〇
一

三
年
三
月
）。
同
「
中
井
履
軒
『
世
説
新
語
補
』
雕
題
本
考
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
九
）、
二

〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。
本
稿
で
参
照
、
引
用
す
る
『
世
説
新
語
補
』
巻
一
～
二
十
は
、
早
稲
田

大
学
図
書
館
服
部
文
庫
本
（
服
部
南
郭
書
入
本
）
で
あ
る
。

（
36
）
池
澤
一
郎
「
中
興
俳
諧
に
見
る
「
晋
人
」
憧
憬
の
跡
―
蓼
太
の
句
を
中
心
に
―
」（『
連
歌
俳
諧

研
究
』
一
〇
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
37
）
「
任
誕
」「
簡
傲
」
の
語
句
解
説
も
含
め
、
井
波
律
子
訳
注
『
世
説
新
語
四
』
東
洋
文
庫
八
四
九

に
よ
る
。

（
38
）
水
田
紀
久
「
木
村
蒹
葭
堂
年
譜
略
」（
水
田
紀
久
・
野
口
隆
・
有
坂
道
子
編
著
『
蒹
葭
堂
日
記
：

完
本
』
藝
華
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
39
）
「
蒹
葭
雅
集
図
」
あ
る
い
は
「
蒹
葭
堂
雅
集
図
」（
韓
国
中
央
博
物
館
蔵
）
は
、
木
村
蒹
葭
堂
が

宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
に
依
頼
さ
れ
自
ら
の
書
斎
を
描
い
た
も
の
で
、
日
韓
交
流
の
上
で
も
、
ま

た
日
本
近
世
絵
画
史
の
上
で
も
貴
重
な
作
品
資
料
で
、
次
の
各
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

鄭
敬
珍
「
一
七
六
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
か
ら
み
る
庶
孼
文
人
：「
蒹
葭
雅
集
図
」
制
作
の
過
程
と

大
坂
文
人
た
ち
と
の
交
遊
」（『
日
本
研
究
』
五
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
『
交
叉
す
る
文

人
世
界
：
朝
鮮
通
信
使
と
蒹
葭
雅
集
図
に
み
る
東
ア
ジ
ア
近
世
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二

〇
年
）、
金
文
京
「『
萍
遇
錄
』
と
「
蒹
葭
堂
雅
集
圖
」：
十
八
世
紀
末
日
朝
交
流
の
一
側
面
」（『
東

方
學
』
一
二
四
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
）、
朴
晟
希
「
木
村
蒹
葭
堂
筆
「
蒹
葭
堂
雅
集
図
」
の
史

的
意
義
：
十
八
世
紀
後
半
の
日
韓
に
お
け
る
日
本
文
人
の
表
象
」（『
美
術
史
』
一
八
二
、
二
〇
一

七
年
三
月
）。
筆
者
は
、
蒹
葭
堂
が
本
図
を
描
く
に
あ
た
り
、
大
雅
の
「
試
錐
図
」
が
少
な
か
ら

ず
参
考
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
特
に
第
二
図
の
竹
垣
、
第
一
図
、
第
三
図

に
見
る
、
庵
の
傍
ら
の
背
の
高
い
樹
木
、
な
ど
、
何
等
か
の
発
想
源
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

（
40
）
井
上
智
勝
「
蒹
葭
堂
の
蔵
書
に
つ
い
て
」、
同
解
説
「
小
雲
棲
稿
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
『
な
に

わ
知
の
巨
人

木
村
蒹
葭
堂
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

（
41
）
西
上
勝
「『
宣
和
畫
譜
』
小
考
」（『
山
形
大
学
紀
要

人
文
科
学
』
一
七
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）

（
42
）
例
え
ば
挿
図
26
の
よ
う
な
伝
李
公
麟
筆
「
蘭
亭
修
禊
図
」
の
刻
石
拓
本
の
系
統
の
、
淡
彩
が
施

さ
れ
た
明
時
代
の
作
例
と
し
て
は
李
宗
謨
筆
「
蘭
亭
修
禊
図
巻
」
国
立
故
宮
博
物
院
（
台
湾
・
挿

図
28
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た
中
国
絵
画
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
白

描
の
「
山
荘
図
」
と
し
て
は
例
え
ば
、
無
落
款
だ
が
董
其
昌
の
跋
を
伴
う
伝
李
公
麟
筆
「
山
荘
図

            



三
四

美

術

研

究

四

三

四

号

214

巻
」
国
立
故
宮
博
物
院
（
台
湾
・
挿
図
27
）
な
ど
王
維
の
輞
川
図
と
の
関
連
も
あ
る
作
例
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
類
の
系
統
の
明
時
代
の
作
品
を
実
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
43
）
前
掲
註
（
2
）
佐
藤
論
文
「
絵
画
論
断
章
」
で
は
大
雅
筆
「
蘭
亭
曲
水
図
屛
風
」（
バ
ー
ク
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
を
事
例
と
し
て
示
し
説
明
さ
れ
て
い
る
。
本
図

巻
に
も
同
様
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
44
）
前
掲
註
（
2
）
佐
藤
論
文
「
絵
画
論
断
章
」「
遠
景
の
色
」
参
照
、
ま
た
揖
斐
高
「
擬
古
論
―

徂
徠
・
春
台
・
南
郭
に
お
け
る
摸
擬
と
変
化
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
四
）、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

参
照
。
漢
詩
文
、
絵
画
史
に
限
ら
ず
、
明
代
の
擬
古
、
倣
古
の
思
想
や
そ
の
果
実
と
し
て
の
詩
歌

や
絵
画
が
、
黄
檗
宗
の
渡
来
な
ど
を
通
じ
て
、
書
物
を
は
じ
め
文
物
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
あ
る
程

度
直
接
的
に
そ
の
文
化
を
受
け
止
め
た
の
が
、
絵
師
・
大
雅
や
、
文
人
・
蒹
葭
堂
や
、
僧
・
大
典

や
、
儒
者
・
半
斎
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
45
）
林
閬
苑
筆
「
六
遠
図
巻
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
は
本
誌
安
永
拓
世
氏
の
論
考
を
参
照
。
題
字

の
「
六
遠
」
も
含
め
蒹
葭
堂
の
筆
で
あ
ろ
う
。
跋
文
を
翻
刻
す
る
。「
右
六
遠
四
時
之
小
景
平
安

池
戴
成
嘗
為
余
所
画
也
、
土
州

橘
子
樹
、
撃
節
称
羨
之
、
余
使
吾
郷
林
生
摹
之
属
余
録
其
図

説
、
因
応
索
書
以
贈
之
云

丙
午
冬

浪
速
木
孔
恭
識
」。
訓
読
は
以
下
の
通
り
「
右
六
遠
、
四

時
之
小
景
は
平
安
池
戴
成
、
嘗
て
余
の
た
め
に
画
く
所
な
り
。
土
州
橘
子
樹
、
之
れ
を
撃
節
し
て

称
え
羨
み
、
余
、
吾
が
郷
の
林
生
に
之
れ
を
模
さ
し
め
、
余
に
其
図
説
を
録
す
る
を
属
し
、
因
て

応
に
索
書
す
べ
し
、
以
て
之
れ
を
贈
る
と
云
ふ
」。

（
46
）
沢
田
東
江
に
つ
い
て
は
中
野
三
敏『
近
世
新
畸
人
伝
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）に
よ
る
。

（
47
）
高
橋
博
巳
『
京
都
芸
苑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
）。

［
付
記
］

本
稿
は
東
京
文
化
財
研
究
所 

第
四
十
九
回
オ
ー
プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日

で
の
口
頭
発
表
「
池
大
雅
の
山
水
画
を
考
え
る 

―
二
つ
の
「
六
遠
図
」
を
手
が
か
り
に
―
」
及
び
、

第
一
回
表
象
文
化
研
究
会

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
（
出
光
佐
千
子
氏
主
催
）
で
の
口
頭
発

表
「
池
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図
（
四
高
士
図
）」
一
巻

香
雪
美
術
館
蔵
に
つ
い
て
」
を
契
機
に
、

新
た
に
執
筆
し
た
。
た
だ
し
「
六
遠
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
は
「
序
跋
、
文
人

画
賛
」
研
究
会
（
大
西
廣
氏
、
太
田
昌
子
氏
、
星
野
鈴
氏
、
折
井
貴
恵
氏
ら
）
で
平
成
十
七
年
頃
よ
り

数
度
報
告
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
各
研
究
会
参
加
者
の
ご
教
示
、
及
び
作
品
調
査
等
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
よ
し
だ 

え
り
・
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
）

図

版

要

項

一
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
の
う
ち
「
試
錐
図
」
池
大
雅
筆

 

（
ａ
）「
第
一
図
」�

（
カ
ラ
ー
）

 

（
ｂ
）「
第
二
図
」�

（
カ
ラ
ー
）

二

同
（
ａ
）「
第
三
図
」�

（
カ
ラ
ー
）

 

（
ｂ
）「
第
四
図
」�

（
カ
ラ
ー
）

絹
本
淡
彩

縦
一
五
・
九
㎝

横
九
二
・
四
㎝�

香
雪
美
術
館
蔵

一
・
二

吉
田
恵
理
「
池
大
雅
の
山
水
画
考
―
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）

を
読
む
」
参
照

            




